
題字の「やまが」は、

わたしが書きました。

　　黒田　菜
なつき
月さん

　　　（米野岳小三年）
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市職員の給与と定員管理

＊職員手当には、退職手当を含みません。

＊人件費には、特別職に
　支給される給料、報酬
　などを含みます。

＊平均給与には、給料、扶養手当などの諸手当が含まれます。

＊退職手当の一人当たり平均支給額は、21 年度に退職した
　職員に支給された平均額です。

＊経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務してい
　る場合は、採用後の年数をいうものです。

平成２１年度　福利厚生費

・健康診断事業　　　　5,837 千円
・文化スポーツ事業　　1,029 千円

（平成 21 年度決算）

人件費（平成 21 年度普通会計決算　人口：平成 22 年 3 月 31 日現在）

給料などの状況（平成 22 年４月１日現在）

手当などの状況

人件費の状況　
区 分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ／Ａ）

21年度 57,404 人 29,689,263 千円 996,120 千円 5,407,335 千円 18.2％

職員給与費の状況（普通会計予算）

区分
職員数 給     与     費 一人当た

り給与費
（B ／ A）（A） 給　料 職員手当 期 　　末

勤勉手当  計（B）

21年度 547 人 千円 千円 千円 千円 千円
2,267,216 182,857 421,533 2,871,606 5,250

職員の平均給料月額 ・平均給与月額・平均年齢の状況

区　分 一　　般　　行　　政　　職
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

山鹿市 321,445 円 357,308 円 42.6 歳
国 325,579 円 − 41.9 歳

特別職の報酬などの状況

区　　分 給料月額など 区　　分 21年度支給割合など

給
　
料

市　長
副市長

751,500 円
583,200 円

（給料月額から  
 10％減額）

期
　
末
　
手
　
当

市　長 ６月期 1.25 月分
12 月期 1.5 月分

副市長 計 2.75 月分
加算措置：有

報
　
酬

議　長
副議長
議　員

410,000 円
375,000 円
353,000 円

議　長
副議長
議　員

６月期 1.25 月分
12 月期 1.5 月分

計 2.75 月分
加算措置：有職員の初任給の状況

区　分
山鹿市

国
決定初任給

一　般
行政職

大学卒 172,200 円 同
高校卒 140,100 円 同

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

区　分
経験年数

10年以上〜15年未満 15年以上〜20年未満 20年以上〜25年未満
一　般
行政職

大学卒 277,700 円 315,200 円 368,900 円
高校卒 246,400 円 279,300 円 325,700 円

ラスパイレス指数の状況（一般行政職）
山鹿市 国 ＊ラスパイレス指数（国家公務員の

　給与水準を 100 として比較）97.1 100

職員手当の状況

区　分 山　鹿　市 国の制度との異同

期末手当
勤勉手当

（21 年度）

（支給割合） 期末手当 勤勉手当

同

６月期 1.25 月分 0.7 月分
12 月期 1.5 月分 0.7 月分

計 2.75 月分 1.4 月分
職制上の段階、職務の
級などによる加算措置 有

退職手当

（21 年度）

（支給率） 自己都合 勧奨・定年

同

勤続 20 年 23.5 月分 30.55 月分
勤続 25 年 30.55 月分 41.34 月分
勤続 35 年 47.5 月分 59.28 月分
最高限度額 59.28 月分 59.28 月分
１人当たり
平均支給額 20,727 千円
その他の加算措置：定年前早期退職
　　　　　　　　　特例措置
　　　　　　　　（2％〜 20％加算）

特    殊
勤    務
手    当

（21年度）

職員全体に占める手当支給職員の割合 17.5％
支給対象職員１人当たり平均支給年額 498,622 円
支給年額手当の種類（手当数） 9

代表的な
手 当 の
名　　称

支給額が多い手当 医師研究手当
夜間看護手当

多くの職員に支給さ
れている手当

税賦課徴収業務手当
社会福祉業務手当
感染症防疫作業手当

時間外
勤　務
手　当

21 年度 支 給 実 績 79,521 千円

区　　分 内　　　　容　 国の制度
との異同

扶養手当

配偶者…13,000 円
その他の扶養親族…6,500 円
　　※ 配偶者を欠く場合…11,000 円
加算措置：16 歳〜22 歳までの間にある
　　　　　子１人につき5,000 円の加算

同

住居手当
住居の所有者…1,500 円 (平成21年12月から廃止)
 （新築、購入後５年間まで 2,500 円）
借家・借間…27,000 円まで

異

通勤手当
２キロ〜 5 キロ未満…2,000 円
５キロ〜 10 キロ未満…4,100 円　
10 キロ以上…6,500 円〜 24,500 円
バス利用…55,000 円まで

同

＊管理職手当の月額から、給料月額の３％に相当する額を減額
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　市職員の給与は、国・地方公共団体の職員、民
間企業の従業者の給与などを考慮して、市議会で
の審議を経て決定しています。
　なお、さらに詳しい内容は市のホームページに
掲載しています。
　　　　　　　　　…職員課　☎４３‐１１１３問

＊�職員数は一般職に属する職員数で、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
臨時または非常勤職員を除いています。

＊標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
＊山鹿市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

職員数などの状況（平成 22 年４月１日現在）

山鹿市役所　

部門別職員数の状況と主な増減理由

部　　門 職　員　数 増減数
（対前年比）21 年度 22 年度

一　

般　

議　会 5 5 0
総　務 118 111 △ 7
税　務 24 24 0

農林水産 59 55 △ 4
商　工 23 22 △ 1
土　木 49 45 △ 4
民　生 152 140 △ 12
衛　生 33 36 3
小　計 463 438 △ 25

特
別

教　育 113 109 △ 4
小　計 113 109 △ 4

公
営
企
業

病　院 170 177 7
水　道 10 9 △ 1
下水道 15 14 △ 1
その他 28 27 △ 1
小　計 223 227 4

合　計 799 774 △ 25

一般行政職の級別職員数の状況
区　分 標準的な職務内容 職員数 構成比
1　級 主　事 51 人 12.1 ％
2　級 主　事 29 人 6.9 ％

3　級
係　長
主　任

主任主事
133 人 31.6 ％

4　級 係　長
主　任 94 人 22.3 ％

5　級 課　長 60 人 14.3 ％課長補佐
6　級 課　長 48 人 11.4 ％
7　級 部　長 5 人 1.2 ％
8　級 部　長 1 人 0.2 ％

計 421 人 100 ％

市職員の

給与と定員管理
の状況

お知らせします！

市職員の給与の実態、人数や配置状況をお知らせします。
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一般行政職の年齢別職員数の状況
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９
億
９
千
6
百
万
円
の
黒
字

（
平
成
21
年
度
普
通
会
計
決
算
）

健全化判断比率 山鹿市 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率

普通会計の赤字から財政運営の
深刻度を見る比率

- 12.62 20.00
連結決算赤字比率

すべての会計の赤字から財政運
営の深刻度を見る比率

- 17.62 40.00
実質公債費比率

借金の返済額の大きさから資金
繰りの危険度を見る比率

12.7 25.0 35.0
将来負担比率

市が抱える負債の残高から将来
の財政負担の度合を見る比率

66.5 350.0

特別・企業会計 資金不足比率 経営健全化基準
水道事業会計 -

20.0
病院事業会計 15.9

下水道事業会計 -
農業集落排水事業特別会計 -

簡易水道事業特別会計 -

地方公共団体の財政の健全性を
示す指標として、健全化判断

比率および資金不足比率がありま
す。平成 21 年度決算に基づき算定
された山鹿市の比率は右表のとお
りです。４つの健全化判断比率は、
いずれもイエローカードである早
期健全化基準を下回り、健全な状
況であります。

一方、公営企業の資金不足比率
も全会計で経営健全化基準を

下回っていますが、病院事業会計
では資金不足が生じています。

普通会計歳出決算額の推移

● 17 年度　271 億　　16 万円
● 18 年度   263 億 9,957 万円
● 19 年度　252 億 5,430 万円
● 20 年度　266 億 4,029 万円
● 21 年度　296 億 8,926 万円

健全化判断比率と資金不足比率  

早期健全化基準は
すべてクリアです

資
金
不
足
比
率

健
全
化
判
断
比
率

( 一人あたりで見てみると )

(45 万 5,779 円 )
(44 万 3,996 円 )
(43 万 1,484 円 )
(46 万　109 円 )
(51 万 7,198 円 )

単位 :％

※普通会計とは、自治体間の比較や統一的な掌握のために用い
られる地方財政統計上の合計です

※一人あたりの額は各年度の 3月末現在の住民基本台帳で算出

　 問財政課　☎ 43-1119

決算報告

平成21年度
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支出総額 296 億 8,926 万円
を性質別に見てみると、

人件費、扶助費、公債費の支
出が義務付けられ、安易に削
減できない義務的経費が全体
の 43.4％を占めています。

建設事業などの投資的経費
の 構 成 率 は 17.9 ％ を 占

め、昨年から 6.2 ポイントも増
えています。これは、プラザ
ファイブ再生事業などがあっ
たためです。

支出を市民一人当たりに換
算すると、51 万 7,198 円

で、これを目的別に見てみる
と 福 祉 の 充 実 に 133,151 円、
教育の振興に 64,622 円、道路
などの整備に 50,080 円使われ
たことになります。　

収入

義務的経費が全体の
4 割を占める

自
主
財
源
…

79
億
９
２
８
３
万
円
（
26
％
）　

　平成 21 年度末の長期借入金の
残高は、305 億 839 万円で前年
度比 0.2％減でした。
　長期借入金とは、山鹿市が建
設事業などを行うのに必要な財
源を調達するために国や金融機
関などから借り入れるお金です。

貯金（積立金）は、77 億 4,434 万円
 積立金には、次の 4 種類の基金があります。
①年度間の財源を調整する財政調整基金（35.2 億円）
②長期借入金の計画的返済に積み立てる減債基金（20.4 億円）
③将来の退職者に備える退職手当基金（7.1 億円）
④福祉や教育などの特定の目的に積み立てる特定目的基金（14.7 億円）
このほか土地などを先行取得する土地開発基金が 3 億 3,673 万円（土地を含
む）、高校や大学などの修学にかかる経費に貸し付ける奨学基金が 2 億 855
万円 ( 貸付金を含む )、医師修学基金 1,000 万円（貸付金を含む）があります。

　

収入総額 308 億 4,027 万円
のうち、市税、使用料お

よび手数料などの自主的に収
入できる財源（自主財源）は、
79 億 9,283 万円で収入全体の
26.0％となっています。

一方、地方交付税や地方譲
与税などの国・県からの

交付金、あるいは建設事業の
資金調達のため借入れる市債
などの依存財源は 228 億 4,744
万円で 74.0％を占め、他市に
比べて依存度が高くなってい
ます。

依存財源が全体の 7
割を占める

支出296億8,926万円 308億4,027万円
■市税
47 億
3,372 万円

（15.3％）・4.8％減

■地方交付税
119 億
6,595 万円

（38.8％）・4.4％増

■国庫支出金
51 億
7,498 万円

（16.8％）・170.6％増

■市債
29 億
7,570 万円

（9.6％）・32.1％増

■県支出金
16 億 819 万円

（5.2％）・13.6％減

■地方譲与税等 11 億 2,262 万円
（3.6％）・2.6％減

■積立金 5 億 6,919 万円
（1.9％）・42.4％減

■投資・出資・貸付金
2 億 6,500 万円

（0.9％）・69.5％減

■維持補修費 1 億 9,073 万円
（0.6％）・8.2％減

■災害復旧事業 4億2,208万円
（1.4％）・283.3％増

■人件費
54 億
734 万円

（18.2％）・1.6％減

■公債費
35 億
9,007 万円

（12.1％）・3.5％減

■扶助費
38 億
7,984 万円

（13.1％）・6.8％増

■普通建設事業費
48 億
9,375 万円

（16.5％）・63.3％増

■繰出金
27 億
8,579 万円
（9.4％）・6.2％増

■補助費等
43 億
6,019 万円

（14.7％）・38.9％増

■物件費
33 億
2,528 万円

（11.2％）・16.2％増

■繰越金　11 億 2,952 万円
（3.7％）・22.6％増

■負担金・使用料等 8 億 1,972 万円
（2.7％）・8.9％減

■その他 13 億 987 万円
（4.3％）・43.9％減

表の見方
■項目名
決算額（全体に占める
割合）・前年度比

普通会計

借入金（市債）は、
　305 億 839 万円

依
存
財
源
…
228
億
４
７
４
４
万
円
（
74
％
）　

義
務
的
経
費
…
128
億
７
７
２
５
万
円
（
43
％
）　

投
資
的
経
費
…

53
億
１
５
８
３
万
円
（
18
％
）
そ
の
他
の
経
費
…
114
億
９
６
１
８
万
円
（
39
％
）　
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  老人保健事業　　収入　6,016 万円　　　　支出　5,829 万円
　　後期高齢者医療制度が始まる前の 75歳以上の人 (一定の障がいがある人は65歳以上)
　　を対象とした会計です

  後期高齢者医療
　　収入　6 億 1,226 万円　　　　支出　6 億 1,032 万円
　　75歳以上の人(一定の障がいがある人は65歳以上)の医療費をまかなう会計です

  農業集落排水事業
　　収入　13 億 710 万円　　　　支出　13 億 710 万円
　　し尿や生活雑排水などの汚水や雨水を処理する施設を整備・管理する会計です

  介護保険事業
　　収入　51 億 8,743 万円　　　　支出　50 億 7,513 万円
　　介護が必要になった人がサービスを受けるために設けられた会計です

  簡易水道事業
　　収入　3 億 4,602 万円　　　　支出　3 億 4,602 万円
　　一定規模の給水人口を対象として行う水道事業の会計です

　山鹿市・植木町介護認定審査事業
　　収入　3,480 万円　　　　支出　3,480 万円
　　介護保険を支給するための認定審査を行う会計です

  国民健康保険事業
　　収入　74 億 9,496 万円　　支出　70 億 8,443 万円      
　   自営業の人や退職者などの医療の給付や医療費の支給をする会計です

特別会計の状況
山鹿市には一般会計のほかに、
4 つの財産区を含む 11 の特別会計と
3 つの企業会計があり
どの会計も私たちの暮らしを支えるために
役立っています。

水道事業
　総収益　4 億 3,094 万円
　総費用　4 億 1,317 万円
　純利益　　　1,777 万円
■�水道事業の経営のために設け
られた会計です

病院事業
　総収益　24 億 1,240 万円
　総費用　26 億 6,662 万円
　純損失　12 億 5,422 万円
■�病院事業の経営のために設け
られた会計です

下水道事業
　総収益　8 億 8,894 万円
　総費用　7 億 4,630 万円
　純利益　1 億 4,264 万円
■�下水道を整備・管理するため
に設けられた会計です

■特別会計■　

 六郷財産区 
収入　87 万円
支出　40 万円

 城北財産区
収入　799 万円
支出　576 万円

 稲田財産区  
収入　205 万円
支出　169 万円

稲田六郷財産区
収入　67 万円
支出　29 万円
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おめでとうございます
秋の叙勲・褒章の発表があり、社会の広い分野での長年の功
績で、山鹿市から 8人の受章がありましたのでご紹介します

旭日双光章（地方自治功労） 

長迫　忠弘　さん
蒲生（山鹿）

　旧山鹿市議会議員とし
て在籍し、議長、監査委
員、建設常任委員会委員
長などを歴任し、強い政
治信念を持ち産業、教育、
福祉の向上に尽力されま
した。

　旧山鹿市消防団に長
年在籍し、幹部を歴任
し職務に精励。災害の
現場に率先して出動し
被害の軽減に努め、地
域住民の生命財産の保
全に尽力されました。

瑞宝単光章（消防功労）
阿蘇品　弘二　さん

中（山鹿）

瑞宝小綬章（教育功労）
東　正隆　さん

池永（菊鹿）

瑞宝双光章（警察功労）
井寺　俊史　さん

南島（山鹿）
　警視庁警察官として
長年業務に精励。警部
として退職されるま
で、数々の刑事事件の
解決に力を尽くし県民
の身命と財産の保全に
尽力されました。

瑞宝単光章（防衛功労）
今村　文雄　さん

長坂（山鹿）

　陸上自衛隊員として
長年業務に精励し、三
等陸尉として退職され
るまで陸上自衛隊の充
実・発展に努め、国の
防衛業務や災害業務に
尽力されました。

瑞宝単光章（警察功労）
中川　幸也　さん

古閑（山鹿）
　福岡県警察官として
長年業務に精励し、警
部として数々の刑事事
件の解決など治安維持
に努め、県民の身命と
財産の保全に尽力され
ました。

　教職時代は、農業教
育一筋に情熱を傾け、
多くの若者を育て、明
るい学校づくりに努め、
退職後は学校・社会教
育に携わり教育の発展
に尽力されました。

瑞宝単光章（消防功労）
永田　義清　さん

藤井（山鹿）

　山鹿鹿本広域行政事
務組合に在籍し、消防
指令長として退職され
るまで消防の充実・発
展に努め、地域住民の
生命財産の保全に尽力
されました。

　福岡県警察官として
長年業務に精励し、警部
補として退職されるま
で、地域の交通安全や
治安維持に力を尽くし、
県民の身命と財産の保
全に尽力されました。

瑞宝単光章（警察功労）
高宮　衛司　さん

久原（山鹿）
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まちの話題 Town Topics

　九電工山鹿営業所（加藤幸夫所長）が地域貢献活動の一
環として、平小城小学校の校内に生い茂る樹木のせん定作
業を行いました。同社では、毎年 10 月に「さわやかコミュ
ニティー旬間」を設けて、日ごろお世話になっている地域
への感謝の気持ちを込めて、カーブミラー磨きや公共施設
の清掃活動をはじめとした地域貢献活動を実施しています。
　この日は、社員約 12 人が高所での作業など業務で培った
専門技術を生かして、高所作業車などを使って電線にかか
りそうな桜の枝を手際よく次々と伐採。
　作業が終了すると、見違えるほどすっきりとした風景が
広がっていました。

校内の樹木がすっきり
　…平小城小学校で地域貢献活動（山鹿）　   10 月 19 日

手際よく枝を切り落とす九電工の社員

おめでとうございます

　平成 19 年４月に本市で
いち早く自主防災組織を結
成し、毎年５月の連休に防
災訓練を実施するなど、積
極的な活動が認められての
受賞となりました。

がんばる高校生！県知事表彰
徳丸　充明　さん

鹿本農業高校
バイオ工学科　3 年

人権擁護委員法務大臣表彰
松江　和子　さん

下吉田（山鹿）

地方教育行政功労者表彰
井上　富夫　さん

岩野（鹿北）
　部活動「バイオ研究会」
で山鹿市バイオマスセンター
や浄水センターと堆肥の共
同研究や竹を堆肥として利
活用する研究の成果が認め
られての受賞となりました。

　多年にわたって地域の中
で、人権尊重思想の普及・
高揚に努めるなど、人権擁
護活動に尽くされた功績が
認められての受賞となりま
した。

　旧鹿北町時代から多年に
わたり教育の充実・発展に
尽力され、現在も教育委員
として活躍されていること
が認められての受賞となり
ました。

熊本県自主防災組織優良団体表彰
本分地区福祉防災会

（菊鹿）

会場を巻き込んだキャラクターショー

　鹿本ふるさと自慢まつりが鹿本体育館一円で行われました。
これは、鹿本地域の特産品や工芸品をはじめとした鹿本自慢

（魅力）を知ってほしいと始まったおまつりで今年 15 回目。
　今年は場所を鹿本体育センターに移、しステージイベントや物
産販売などがありました。しかし、24 日はあいにくの雨。ほのぼ
のしたお祭りとなりました。

オモチャの刀と棒でハイポーズ

鹿本自慢の特産がずらり
　…鹿本ふるさと自慢まつり（鹿本）　  10 月 23・24 日

ファファでのナイス
ポーズ

ピエロの手伝いに出た男の子。危ないか
ら下がって〜の言葉に隠れました
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まちの話題 Town Topics
一足早く召し上がれ
　…菊池川温泉郷味まつり２０１０（鹿本）　  11 月５日

　菊池川温泉郷味まつりが水辺プラザかもとで行われ、多くの来
場者でにぎわいました。今回で７回目となる味まつりは、菊池川
流域の女

お か み

将の会や物産館などが連携して、菊池川の恵みに感謝
し、流域の特産品を生かした料理でおもてなしを実施しています。
　今年は九州新幹線全線開業を間近に控え、腕に磨きをかけ
て創り上げた旬の味がせいぞろい。「山鹿温泉女将の会」の馬
カレー・馬すじ煮込み、「玉名温泉女将の会」のミニトマトの味
噌風味、「菊水ロマン館」のガネ飯、「七城メロンドーム」の米
粉ｄe シチューなどに長い行列。
　大牟田市から来た女性は、「初めて菊池川流域の料理を食
べましたが、大変満足しました」と笑顔で話しました。

行列ができる山鹿女将の会の馬カレー・馬すじ煮込み

身近な話題、情報をお寄せください！
秘書課広聴広報係　☎４３‐１１１２

　平成 23 年 10 月に開催される、60 歳以上の高齢者のスポーツ・
文化の祭典「ねんりんピック」のリハーサル大会が、山鹿市総合体
育館で行われ、県内の太極拳愛好家 34 チームが参加しました。
　大会は、チーム（６人～７人）による団体戦で、24 式太極拳
という決まった動作を、各チームで用意した音楽にあわせて演
武し、その動作や姿勢を競います。
　どのチームも、日ごろの練習の成果を発揮し、本大会さなが
らで年齢を感じさせないすばらしいものでした。
　高齢者の真剣で美しい勇姿に大きな拍手が送られました。出
場された選手の皆さんにはこれからも元気に太極拳を続けてい
ただき、本大会での活躍を期待しています。

参加者全員で演武を披露

静かな中に熱い戦い !!
　…ねんりんピック太極拳リハーサル大会（山鹿）  10 月 24 日

お茶の産地に伸びやかな歌声が響く
　…第 20 回鹿北茶山唄全国大会（鹿北）  　  10 月 31 日

　鹿北茶山唄の全国大会が鹿北体育センターなどで行われ、
高年の部（65 ～ 74 歳）優勝の荒牧陽子さん（高森町）が
グランドチャンピオンに輝きました。
　茶山唄は、江戸末期から鹿北茶の産地として知られる岳
間地区で歌い継がれる労働歌で、「のぼり唄」「つみ唄・も
み唄」「仕上げ唄」の組曲になった全国的に珍しい民謡です。
　この日は、県内を中心に遠くは愛知県など全国から集まっ
た 282 人の民謡愛好者が、日ごろ鍛えた自慢の歌声を競い
合いました。各部門（少年少女・青年・壮年・高年・寿高年）
の表彰では、市内からは、寿高年の部（75 歳～）で角田憲
隆（鹿央町）さんが２年連続の優勝を飾りました。

　山鹿ふるさと振興会（寺崎勇児会長）の主催で、大相撲九
州場所前に、佐渡ヶ嶽部屋の大関琴欧洲関、山鹿市生まれの
琴春日関（東前頭７枚目）、三段目の琴仁成、琴宏梅の４力士
が、大道保育園（三森洋子園長　園児 71 人）を訪れ、園庭
で相撲を取るなどして、園児たちと交流しました。
　力士が園庭に入ってくると、園児たちが「わぁーでっかい」と
初めて見る力士に大興奮。
　普段は真剣勝負の力士も、今日は相手が小さな園児とあって
笑顔で対戦。小さな体で何度もぶつかって、最後には押し出し
で勝利。最後に園児たちがお礼の歌を歌い、手作りのプレゼン
トを渡して、感謝の気持ちを伝えました。

園児たちから手作りのプレゼントを受け取る力士たち

大きなおすもうさんに園児も大よろこび♪
　…４力士が大道保育園を訪問（山鹿）　　　 11 月 8 日

元気いっぱいに熱唱する才田愁一くん（岳間小１年）
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原
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機
付
自
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車
、
農

耕
車
な
ど
の
登
録
・
廃
車

手
続
き
に
つ
い
て

◎軽自動車などを取得・譲渡・廃車・住所変更などをしたときは下表のとおり手続きを行ってください

車　　　種 申告（手続き）場所 種　類 必要なもの

原動機付自転車
（排気量 125cc 以下）

小型特殊自動車
（農耕作業用など）

市民課窓口　☎ 43 － 1169
各総合支所
　鹿北☎ 32 － 3111
　菊鹿☎ 48 － 3111
　鹿本☎ 46 － 3112
　鹿央☎ 36 － 3111

新規登録 ◇車名・車体番号・総排気量が明記してあるもの
名義変更 ◇販売証明書または譲渡証明書
車体変更 ◇所有者および使用者の印鑑

廃　　車 ◇ナンバープレート、印鑑
軽自動車（四輪以上）
軽二輪（排気量125cc超250cc以下）
軽三輪（排気量660cc以下）

軽自動車協会
☎ 096-369-6829 左記へお問い合わせください

二輪の小型自動車
（排気量 250cc 超）

熊本運輸支局
☎ 050-5540-2086 左記へお問い合わせください

◎小型特殊自動車

種　　類 構　　造　　な　　ど 速　　度 年税額

農耕作業用 トラクター、コンバイン、田植機、農薬散布車国土交通大臣が指定する
農耕作業用自動車（乗用装置付） 時速 35 ㎞未満 1,600 円

その他 フォークリフト、ショベルローラー、タイヤローダ長さ 4.7m 以下、幅 1.7m
以下、高さ 2.8m 以下 時速 15 ㎞以下 4,700 円
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木
製
家
具
な
ど
）

　

搬
入
物
の
大
き
さ
・
長
さ
が
1.5
メ
ー
ト
ル

　

以
上
の
も
の

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
殻
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
ガ
レ
キ

　

類
で
直
径
が
10
セ
ン
チ
以
上
の
も
の

　

土
、
泥
、
石
、
金
属
類
な
ど　
　

問
…
環
境
課　

43
‐
７
２
１
１

コンセント・プラグの周りを定期的に
チェックしましょう！

○
農
耕
作
業
用
自
動
車
を
取
得
し
た

時
に
は
、
道
路
の
走
行
に
か
か
わ

ら
ず
、
軽
自
動
車
税
の
課
税
対
象
車

両
と
し
て
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
の
で
、
必
ず
登
録
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
事
業
用
に
使
用

す
る
車
両
の
税
金
は
、
事
業
所
得
の

必
要
経
費
で
計
上
で
き
ま
す
）

○
車
両
を
処
分
し
た
り
所
有
者
を
変

更
し
た
り
し
た
時
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。（
そ
の
ま
ま
登
録
し
て
お
く
と

軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
）

　

小
型
特
殊
自
動
車
（
農
耕
作
業
用
）

も
、
登
録
な
ど
の
申
告
が
必
要
で
す
。

　
「
熊
本
99
」
な
ど
運
輸
支
局
か
ら
交

付
さ
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
廃
車
す
る
と

き
は
、
運
輸
支
局
と
本
市
の
窓
口
の

両
方
で
申
告
が
必
要
で
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
役
所
税
務
課

☎
43
‐
１
１
２
０
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現
在
、
山
鹿
市
で
焼
却
処
理
し
て
い
る

燃
え
る
ご
み
の
中
の
約
４
割
が「
生
ご
み
」

で
す
。

　

家
庭
か
ら
毎
日
出
る
生
ご
み
を
、
た
だ

捨
て
る
の
で
は
な
く
資
源
化
す
れ
ば
、
か

な
り
の
ご
み
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
使
っ
て
生
ご
み
を
堆

肥
に
す
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
は
、

家
庭
で
も
手
軽
に
で
き
る
ご
み
減
量
化
の

方
法
で
す
。 環境だより環境だより

問
…
環
境
課　

☎
43
‐
７
２
１
１

生
ご
み
の
減
量
化
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

●
作
り
方

①�

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
底
を
二
重
に
し
、
隅
を

ガ
ム
テ
ー
プ
な
ど
で
補
強
す
る
。

②�

ピ
ー
ト
モ
ス
と
く
ん
炭
を
３
対
２
の
割

合
で
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の
中
に
入
れ
、
よ

く
か
き
混
ぜ
る
。

③�
生
ご
み
（
1
日
に
５
０
０
グ
ラ
ム
、
三

角
コ
ー
ナ
ー
１
杯
程
度
）
を
入
れ
、
混

ぜ
合
わ
せ
る
。（
生
ご
み
分
解
温
度
の

目
安
は
30
℃
）
温
度
が
上
が
ら
な
い
場

合
は
、使
用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油（
２
０
０

㏄
以
下
。
た
だ
し
頻
繁
に
入
れ
な
い
）

や
、
天
か
す
、
米
ぬ
か
な
ど
を
入
れ
る
。

④�

古
布
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
上
か
ら
か
ぶ

せ
、
保
温
や
虫
よ
け
に
す
る
。

※�

生
ご
み
は
、
小

さ
い
方
が
分
解

が
早
い
。

※�

毎
日
一
回
良
く

か
き
混
ぜ
る
。

※�

水
分
は
触
っ
て

し
っ
と
り
感
が

あ
る
位
が
理
想
。

年末年始の家庭ごみの収集は下表のとおりです
　

　　※ 可燃ごみが１週間以上収集されない収集所については、収集日を 12 月 30 日㈭と１月４日㈫に下記のとおり振り替え
ますのでご確認ください。
　（対象地区：鹿北地区で収集日が月・金曜、菊鹿地区で収集日が月曜日、鹿央地区で収集日が金曜日になっている地区）

12 月 29 日㈬ 12 月 30 日㈭ 12 月 31 日㈮
　～１月３日㈪ 1 月 4 日㈫

山鹿地区

通常どおり

通常どおり

年末年始休業

通常どおり
鹿北地区 月・金曜に収集する地区の振替日 通常どおり
鹿本地区 通常どおり 通常どおり

菊鹿地区 通常どおり 通常収集と
月曜に収集する地区の振替日

鹿央地区 通常収集と
金曜に収集する地区の振替日 通常どおり

　ごみを直接処分場に持ち込む「自己搬入」も 12 月 30 日㈭まで受け付けます。
　ただし、「粗大ごみ」については 12 月 29 日㈬までの受け付けとなります。
　ごみを環境課または鹿央総合支所に持参し、許可を受けて、下記の処分場に持ち込んでください。
　なお、収集所に出される場合と同様に分別をして持ち込んでください。
　また、事業所などから出る紙類や生ごみなども 12 月 30 日㈭まで処分場に搬入できますので、家庭ごみと同様に許
可を受けて持ち込んでください。
※搬入場所および搬入時間（搬入時間に間に合うようにご来庁ください）
　可燃ごみ（クリーンセンター：鹿央町合里）　　　午前８時半～午後４時半
　資源ごみ（リサイクルプラザ：熊本市植木町轟）　午前８時半～午後４時
　不燃ごみ（最終処分場　　　：熊本市植木町轟）　午前８時半～午後４時

年末は12月 30日㈭まで収集し、年始は１月４日㈫から収集します

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の
作
り
方

●
用
意
す
る
も
の

・
ダ
ン
ボ
ー
ル

　
（
縦
30
㎝
×
横
45
㎝
×
深
さ
30
㎝
程
度
）

・
ピ
ー
ト
モ
ス
（
有
機
質
土
壌
改
良
材
）

　

15
リ
ッ
ト
ル
、
く
ん
炭
10
リ
ッ
ト
ル

　
（�

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま

す
。
各
５
０
０
円
～
６
０
０
円
程
度
）

・
温
度
計

・
古
布

　
（�

ダ
ン
ボ
ー
ル
の
上
を
お
お
え
る
も
の

な
ら
何
で
も
可
）

問…環境課　☎ 43‐７２１１
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天
に
と
っ
て
は
う
れ
し
い
騒
が
し
さ
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

紹
介
者
：
山
鹿
市
文
化
財
協
力
員

　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

英
二
さ
ん

（
菊
鹿
町
下
内
田
）

連載第 62回

　

菊
鹿
町
下
内
田
に
鳥
居
を
背
負
う
格

好
で
座
っ
て
い
る
石
像
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
石
像
は
右
手
に
印
鑰
（
い
ん
や
く

ま
た
は
い
ん
に
ゃ
く
と
読
む
）、
左
手
に

宝ほ
う
じ
ゅ珠
を
持
ち
光こ

う
は
い背
に
は
鳥
居
が
刻
ま
れ

座
っ
た
形
で
す
。
印
鑰
の「
印
」は
印
鑑
、

「
鑰に

ゃ
く
」は
倉
庫
の
鍵
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
『
菊
鹿
の
石
造
物
』（
一
九
九
五

年 

菊
鹿
町
教
育
委
員
会
発
行
）
に
は

「
印い

ん
に
ゃ
く
ど
う
じ

鑰
童
子
」
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
印
鑰
童
子
と
は
弁べ

ん
ざ
い
て
ん

財
天
に

従
う
十
五
童
子
の
う
ち
の
一
人
の
こ
と

で
す
が
、
現
在
は
服
飾
、
持じ

ぶ
つ物
な
ど
か

ら
弁
財
天
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
て
お
り
、
標
記
の
名
前
で
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
は
今
か
ら
二
百
五
十
年
ほ
ど

前
の
江
戸
時
代
、
宝
暦
の
こ
ろ
一
軒
の
造
り

酒
屋
が
あ
り
、
大
き
な
酒
蔵
が
あ
っ
た
所
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
紀
年
銘
に
も
安
永
四
年

（
一
七
七
五
）
三
月
吉
日
と
あ
り
、
言
い
伝

え
と
合
致
し
て
い
ま
す
。
弁
財
天
は
水
の
神

様
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
こ
こ
に
祀ま

つ

ら
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

　

以
前
は
農
協
の
建
物
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
地
区
住
民
の
要
望
に
よ
り
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
こ
の
石

像
も
台
座
を
含
め
て
き
れ
い
に
修
復
さ
れ
屋

根
も
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
こ
の
公
園
は
地
区
住
民
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
芝
刈
り
や
樹
木
の
剪せ

ん
て
い定
、
花

植
え
な
ど
に
よ
り
き
れ
い
に
管
理
さ
れ
、
夏

に
は
弁
財
天
に
感
謝
す
る
夏
祭
り
、
秋
に
は

地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の
会
場
と
し

て
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
毎
日
の
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
声
が
聞
こ
え
、
弁
財

島
田
の
鳥
居
を
担
う

　
天て

ん
ぶ
ぎ
ょ
う
ぶ
っ
し
ん

部
形
仏
神（
菊
鹿
町
）

９

37

 
菊鹿総合支所

天部形仏神

天部形仏神

夏祭りの様子

未
公
開
株
の
勧
誘
に

　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

【
相
談
事
例
】

　

Ａ
社
の
未
公
開
株
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
が
届
い
た
。

数
日
後
、
別
の
会
社
か
ら
「
Ａ
社
の
株
を
代
わ
り
に

買
っ
て
く
れ
た
ら
、２
倍
で
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
っ

た
が
、
信
頼
で
き
る
の
か
？

※
未
公
開
株
と
は
、
市
場
に
上
場
さ
れ
て
い
な
い
株
式
の

　

こ
と
で
、
登
録
を
受
け
た
証
券
会
社
だ
け
が
販
売
す
る

　

こ
と
が
で
き
ま
す
。
上
場
さ
れ
な
い
場
合
、
売
買
は
非

　

常
に
困
難
で
、
換
金
す
る
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼�

複
数
の
者
が
登
場
し
消
費
者
の
投
資
欲
を
あ
お
る

な
ど
、
勧
誘
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。「
あ

な
た
だ
け
が
儲も

う

か
る
」
よ
う
な
う
ま
い
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。

▼�

あ
い
ま
い
な
返
事
で
は
相
手
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込

ま
れ
て
断
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
は
っ
き

り
と
断
り
の
意
思
を
伝
え
、
手
短
に
話
を
終
わ
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

▼�

仕
組
み
が
理
解
で
き
な
い
金
融
商
品
は
絶
対
に
契

約
し
な
い
こ
と
で
す
。「
プ
ロ
が
言
う
こ
と
だ
か

ら
」
と
信
用
す
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。

※
悪
質
商
法
に
あ
っ
て
も
一
人
で
悩
ま
ず
、
消
費
生

　

活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
（
山
鹿
市
役
所
商
工
課
内
）

　
　
　
　

☎
４
３
‐
１
４
１
３

　
　
　

  

熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

石像の場所
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こ
こ
数
年
、
管
内
で

無
届
け
火
入
れ
に
よ
る

延
焼
被
害
や
、
住
民
が

火
災
と
思
っ
て
通
報
す

る
「
誤
虚
報
」
に
よ
る

消
防
車
の
出
場
回
数
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

火
入
れ
の
際
に
は
、

「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し

い
煙
又
は
火
災
を
発
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」
を
消
防
署
に

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
燃も

や
す
場
所
や
対

象
、
目
的
、
時
間
を
明
記
し
て
届
出
す
る
こ
と
で

万
が
一
火
入
れ
が
拡
大
し
火
災
と
な
っ
た
場
合
で

も
素
早
く
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を

発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」
は
、
野

焼
き
な
ど
を
許
可
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

こ
れ
か
ら
寒
い
時
期
に
入
り
、
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
起
こ
り
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

　

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

広域消防本部

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課) 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
43
‐
１
１
９
４ 

　

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署　

☎
32
‐
２
５
７
４

　

山
鹿
消
防
署
東
分
署　
　

☎
46
‐
２
３
８
２

問

新着図書ピックアップ

沈黙の檻　    
堂場　瞬一／著　中央公論新社

　迷宮入りした17 年前の殺人事件の犯人だと名指しされ
た運送会社社長・末松の命がねらわれた。警護を命じられ
た所轄署の刑事・氷室。そして新たな殺人が･･･。堂場瞬
一の警察小説をお楽しみください。

　芥川賞受賞作家・楊逸が、母国中国東北部の食文化
をカラー写真で一挙大公開。
　餃子からワインまで ･･･ 中華料理で文化を味わう食
べものエッセイです。

おいしい中国
楊逸／著　文藝春秋

催しスケジュール
山鹿市中央公民館図書室
・おはなし会
　日時▷12月22日㈬　午後２時 30 分から
山鹿市鹿本図書館
・おはなし会
　日時▷12月４日㈯・11日㈯・18日㈯
　　　　25日㈯　午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
　日時▷12月７日㈫・14日㈫・21日㈫
　　　　28日㈫　午前11時から
・プレママタイム（妊婦対象）
　日時▷12月７日㈫・14日㈫・21日㈫
　　　　28日㈫　午前10時45分から

今月の休館日

山鹿市中央公民館図書室
　▷12月23日㈷・27日㈪
山鹿市鹿本図書館
　▷12月６日㈪・13日㈪・20日㈪・23日㈷
　　　　 27日㈪
鹿北公民館図書室
　▷毎週月・土・日曜と祝日の
　　午後５時以降
　　（月曜日が祝日の場合終日休館）
　　（火〜金は午後８時まで開館）
菊鹿公民館図書室
　▷年末・年始
鹿央公民館図書室
　▷毎週土曜・日曜・祝日

《今月は鹿本図書館から》

無
届
け
火
入
れ
は

　
　

や
め
ま
し
ょ
う
!!

　スマップの「青いイナズマ」など、作詞を手掛ける著者
の最新刊は、日常の中で起こった 8 つのちいさな奇跡の
物語。大切な家族や仲間が、そっと手を差し伸べてくれる
心あたたまるお話に出会えるはず…。

ほのかなひかり
森　浩美／著　角川書店

年末・年始は全館（室）お休みです
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山鹿子育て支援センター　☎ 43‐1270　鹿北子育て支援センター　☎ 32‐3194　菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐4660
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐2635　鹿央子育て支援センター　☎ 36‐2150　つどいの広場 (ぽかぽか・おさか童夢)　☎ 43‐1155
第一児童館 (石)　☎ 43‐1128　中央児童センター (山鹿)　☎ 44‐0057　児童センター (藤井)　☎ 46‐4441　鹿本児童館 (来民)　☎ 46‐4455

　地域の人に支えられて
　　　　　　　　 かおう保育園☎３６−２１１０

　｢ 田植えばするごつ、田んぼば空けておいたばい ｣｢ 稲刈
りばせんかい ｣｢ から芋ば堀りに来るとよかたい ｣｢ とうき
びは早よ採りに来んとカラスのとってしまうばい ｣｢ 大根
もとってよかけんねー ｣e ｔｃ ･･･ 保育園には、地域のお
じちゃんたちからお誘いの声がかかります。
　ほかにも、丸太や笹竹、枕木、畑の土、泥団子用の赤土、
山砂 ･･･ 時にはスイカにメロン、お米などを届けてくだ
さったり、｢ 子どもたちががんばりよるけん飲ませて ｣ と
ジュースの差し入れがあったりします。
　鹿央町に、唯一の保育園。地域の人が、保育園のために
何か役立ちたいという気持ちや子どもたちの将来に期待感
を持っていることが良く分かります。
　保育園だけでは経験できないさまざまな鹿央の暮らし
を、地域の人たちのおかげで経験することができます。そ
のときの風景、におい、経験して感じたことなど、記憶に
残ることでしょう。その思い出を、わが子に語ってやれる
親になってほしいと願っています。もうすぐ、赤ちゃん牛
にミルクを飲ませる『ほ乳体験』の日がやってきます。子
どもたちがどんな反応を見せてくれるか楽しみです。

★利用時間　月～土曜日
　　　　　　8時～18時
★利用料金　市内　1,000円
　　　　　　市外　2,000円
★場　所　　山鹿保育園併設
★病後児保育をする対象の疾患
◎感冒、消化不良（おう吐・下痢）
などの日常りかんする疾患
◎麻

は し か

疹、水痘（水ぼうそう）、風
ふ う し ん

疹な
どの感染疾患

病後児保育室「あすなろ」
をご存じですか

◎ぜんそくなどの慢性疾患
◎骨折などの外傷性疾患
＊ほとんどの疾患は受けています。気
軽に相談してください。
★対象児童
　おおむね1才から小学校3年生まで
の児童
★利用にあたっての決まり
◎予約は前日午後5時までとなってい
ます。定数がありますので、お断りす
ることがあります。
◎キャンセルは当日7時までです。
（ほかの人も利用されますので早めに
お願いします）

　寒い日や寝る前のひと時、親子で絵本の世界に飛び込んでみましょう。
　絵本を読むのは苦手だと思っている人！どんな名俳優よりも親の声で読

み聞かせるのが子どもにとっては最高の幸せです。絵本を読み聞かせることで
感性が豊かになると共に親子の心の栄養にもなります。

　クリスマスプレゼントやお年玉として、ステキな1冊の本をみつけ子どもへの贈
り物にしてはいかがでしょうか？本の選び方については、図書館や子育て支援セン
ターへ相談してください。

あたたかい関わりに感謝します
　　　　山鹿幼稚園　☎４３−１１５４

　先日、娘がすてきな歌を歌っていたので、「いい歌ね」
と言ったら、「幼稚園で歌っているのよ。でも、歌い
ながら涙が出ちゃう。○○くんも泣きそうになる、と
言ってたよ」とのことでした。いつも元気で、笑顔いっ
ぱいの子どもたち。時には、思うようにいかなくて、
腹を立てたりしょんぼりしたりすることもあります。
そんな子どもたちが豊かな感性を持っていることに驚
かされます。
　幼稚園のお友達や先生、一緒に花植えをしてくださ
る地域のお年寄り（写真右）、優しく声をかけていた
だくご近所の皆さん、子
育て支援センターの先生
など、たくさんの関わり
の中で、子どもたちは豊
かな感受性を育てていた
だいているのだと思いま
す。　

保護者　徳永邦子

Vol.67

絵本をプレゼントしませんか絵本をプレゼントしませんか
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学 問訪校
小学校・中学校・高校の話題をお届け！

心豊かな　三岳っ子

三岳小学校

　菊鹿中は、「たくましく　さやけく生きん　知と愛と力つくして」の校
是のもと 210 人の生徒が毎日の学校生活を送っています。学習面での頑張
りはもちろんのこと、今年度は、男子バレーの全国大会出場（写真左 : 全国大

会の様子　　 ）、
柔道個人の九州大会出場など各部活動の活躍も光り、菊鹿中の伝統に新し
い１ページを加えてくれまし
た。３年生が引退した現在、
後輩たちは、先輩たちの活躍
に追いつき、追い越せという
意気込みで毎日の学校生活を
頑張っています。

「たくましく　さやけく生きん　知と愛と力つくして」
　　　　　　　　　　　　　　　日々躍進する　菊鹿中学校

菊鹿中学校

三岳っ子が大好きな一つが読書　
　豊かな自然に恵まれた環境の中で、113 人の子
どもたちは毎日、勉強や運動に一生懸命励んでい
ます。そんな三岳っ子が大好きのものの一つが「読
書」です。昼休みになると、図書室は本を借りに
来る子どもや本を読みに来る子どもの姿でいっぱ
いになります。そんな子どもたちのために、10 月
は「読書月間」として、いろいろな活動が図書委
員会を中心として行われます。
　紹介している写真は「読書まつり」の様子です。
今年は、図書委員会の影絵「ふえふきじいさん」
の発表の後、山鹿市おはなしボラ連の巡回お話会
として「夢ひこうせん」の５人に来ていただき人
形劇「お念仏」やパネルシアター「あいうえおう
さま」などを子どもたちのために紹介していただ
きました。子どもたちは、お話の世界にすっかり
引き込まれ、夢中になって聞いていました。子ど
もたちの中から「また夢ひこうせんの人たちに来
ていただきたい」という声が多く聞かれました。
　これからもたくさんの本にふれ、心豊かで、思
いやりのあるやさしい三岳っ子としてさらに成長
してくれることと思います。 ●三岳小学校データ●　●上田三貴子校長　児童数 113 人

　９月 12 日に、第 40 回体育大会を行いました。3 年生は夏休み
から応援団、旗文字、ダンスなどの準備を始めていましたが、実
際は 2 学期に入ってからは７日間という短期間の練習で本番を
迎えました。
　当日は、時折雨も混じる天気でしたが、３年生を中心に生徒全
員が「疾風迅雷〜今二つの嵐が吹き荒れる〜」のテーマのもと、
懸命に取り組む姿を見せるとともに、組体操や女子ダンスでは、
一致団結した演技を披露し、観客の皆さんから大きな拍手をいた
だきました。

男子バレー全国大会出場

懸命に取り組んだ体育大会

●菊鹿中学校データ●　阿蘇品康宏校長　生徒数 210 人

男子バレー全国大会出場

懸命に取り組んだ体育大会
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ほ
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や
木
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。

山鹿温泉市民相談会
●森山行政書士相談所

　中高生の進路相談から相続相談まで、
法務相談＋心理相談カウンセリングで対
応します。（法務相談は年内無料）
■開催日　　毎月2回開催　
　　　　　　（第１・第３日曜日）
■開催場所　温泉プラザ山鹿　
　　　　　　1階ふるさと市場内
■時　間　　午前10時〜午後8時
法律知識を生かしたよろず相談（相続問
題、借金問題、ペットトラベル、提出書
類書き方、悪徳商法被害）やイギリス生
まれの占い感覚で出来る心理カウンセリ
ングなど、料金は問い合わせください。
■問　　　森山行政書士事務所
　　　　　☎46-1075

　

や
ま
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人
力
車
で
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を
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い
ま
す
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い
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。
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10
月
23
日
、
菊
鹿
町
の
グ
リ
ー
ン
パ

ル
ス
で
、「
山
鹿
市
・
管
内
小
中
学
校
特

別
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援
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発
表
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」
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管
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に
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う
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た
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５
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た
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露
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「
仲
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誓
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り
、
最
後
ま
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り
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し
た
。

　

上
保
多
田
公
民
館
の
北
側
道
向
に
明
治
21
年
ご
ろ
か
ら
昭
和
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ま
で
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ま
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隣
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上保多田 450年祭
●上保多田区

　上保多田にある観音座像をご存じですか。
由緒書きによると、文禄 4 年から上保多田の
ご本尊とあり、来年が 450 年になります。そ
こで厳かに慎ましく 450 年祭を行います。
●開催日　平成23年 1月 17日㈪
　　　　　午前11時から正午
●連絡先　古閑☎090‐5384‐7590
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December

12 月
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第
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で
、
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国勢調査へのご協力ありがとうございました

　今回の国勢調査につきましては、実施本部の指導の不徹底に
より市民の皆さんにご迷惑をおかけしました。皆さんのご協力
により調査票の回収を終えることができ、現在最終審査を行っ
ています。大変ありがとうございました。
　ご記入いただきました調査票は、厳重な管理のもと、集計作
業が行われます。集計結果は、これからの日本のために、いろ
いろな計画などに生かされます。
問 …国勢調査山鹿実施本部　 ☎４３‐１１１４

〜　相続または贈与などに係る生命保険契約　
　や損害保険契約などに基づく年金の税務上　
　の取扱いの変更について　〜
　このたび、遺族の人が年金として受給する生
命保険のうち、相続税の課税対象となった部分
については、所 得 税 の 課 税 対 象 に な ら な い
と す る 最 高 裁 判 所 の 判 決 が あ り ま し た 。
　 そ こ で 、 こ の よ う な 年 金 に 係 る 税 務 上
の 取 り 扱 い を 改 め る こ と と し ま し た 。
　 こ れ に よ り 、平 成 1 7 年 分 か ら 平 成 2 1
年 分 ま で の 各 年 分 に つ い て 所 得 税 が 納 め
す ぎ と な っ て い る 人 は 、 納 め す ぎ と な っ
て い る 所 得 税 が 還 付 と な り ま す 。
　お手数をお掛けしますが、必要な手続き（更
正の請求または確定申告など）をお願いします。
　この取り扱いの変更の対象となる人や所得税
の還付の手続きについては、国税庁ホームペー
ジ（www.nta.go.jp）をご覧いただくか、山鹿税
務署にお問い合わせください。
※平成 17 年分については、早い人は平成 22 年
12 月末が還付できる期限となりますので、お早
めの手続きをお願いします。
※受け取られた年金の受給権が相続税や贈与税
の課税対象となる場合は、実際に相続税や贈与
税の納税額が生じなかった人も対象となりま
す。
問 …山鹿税務署　☎４4‐２１８１

（音声案内に従い ｢ ０｣ 番を選択してください）

税務署からのお知らせ

　

山
鹿
市
が
平
成
23
・
24
年
度
に
行

う
建
設
工
事
な
ど
の
入
札
に
参
加
希

望
す
る
事
業
者
の
、
申
請
書
の
受
付

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
▽

平
成
23
年
2
月
1
日
㈫
〜
2
月
28
日
㈪

　
　

午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
ま
で

受
付
場
所
▽
本
庁
3
階
監
理
検
査
室

提
出
書
類
▽
A
４
版
の
フ
ァ
イ
ル
（
焼

却
で
き
る
も
の
）
の
表
紙
お
よ
び
背

表
紙
に
商
号
ま
た
は
、
名
称
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

①
参
加
資
格
審
査
申
請
書

②
工
事
経
歴
書
・
委
託
経
歴
書

③
営
業
一
覧
表

④
経
営
事
項
審
査
結
果
通
知
書
の
写
し

⑤
建
設
業
許
可
証
明
書

測
量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
登
録
証

⑥
商
業
登
録
簿
謄
本
（
法
人
）

ま
た
は
身
元
証
明
書
（
個
人
）

⑦
納
税
証
明
書
（
国
・
県
・
市
）（
写
し
）

⑧
印
鑑
証
明
書
（
原
本
）

⑨
使
用
印
鑑
届
（
原
本
）

⑩
技
術
職
員
名
簿

⑪
営
業
用
機
器
調
書

⑫
建
退
共
加
入
証
明
書

⑬
労
災
保
険
支
払
証
明
書

⑭
法
定
外
労
災
補
償
加
入
証
明
書

⑮
委
任
す
る
場
合
は
委
任
状
（
原
本
）

⑯
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
を
証
す
る
書
類
（
写
し
）

⑰
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
登
録
を
証
す

る
書
類
（
写
し
）

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
つ
い

て
は
①
〜
③
⑤
〜
⑪
⑮
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

⑯
⑰
は
、
取
得
ま
た
は
登
録
し
て
い
る

業
者
は
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

問
…
総
務
課　

監
理
検
査
室

　

☎
43
‐
１
１
１
８

建
設
工
事
等
入
札
参
加
資
格　

審
査
申
請
書
の
受
付

　

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
…
福
祉
課　
　

☎
43
‐
１
１
６
７

　

12
月
27
日
㈪
は
、
固
定
資
産
税
第

３
期
お
よ
び
28
日
㈫
は
、
国
民
健
康

保
険
税
第
９
期
の
納
期
限
で
す
。

　

口
座
か
ら
振
り
替
え
る
人
は
残
高

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
11
月
の
夜
間
・
休
日
収
納
窓
口
】

夜
間
▽
12
月
9
日
㈭
〜
24
日
㈮

　
　
　

午
後
５
時
半
〜
８
時

休
日
▽
12
月
5
日
㈰
・
12
日
㈰

　　　　　　　　　　　　　　　
　
　
　

19
日
㈰
・
26
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

場
所
▽
本
庁
税
務
課

※
上
下
水
道
料
・
保
育
料
・
介
護
保

険
料
な
ど
を
納
付
す
る
人
は
、
必
ず

納
付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
…
税
務
課
収
納
係

　
☎
43
‐
１
１
４
４

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　
お
知
ら
せ
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山鹿市中１０３０－４ ☎４４－７５７７ 営業時間AM10:00～PM7:00　店休日 水曜日

おいしい幸せ　お届けします

パン工房

オリーブオリーブ スーパー
ミカエル

セブンイ
レブン

グッデイ 山伏温泉

パン工房

オリーブ
看板が
目印

〈 

有
料
広
告 

〉

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る

心
配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の

支
所
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

　

①
一
般
相
談
▽
12
月
3
日
㈮

　

②
司
法
相
談
▽
12
月
10
日
㈮

　
　
（
多
重
債
務
・
成
年
後
見
関
係
）

　

③
法
律
相
談
▽
12
月
17
日
㈮
要
予
約

　

  　
　

 

①
午
前
９
時
〜
正
午

②
と
③
午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　
　
　

社
協
本
所
・
山
鹿
支
所

心
配
ご
と
相
談

障がい者・児相談

日時▷第２・４火曜日
　　　午前９時〜正午
場所▷菊鹿健康福祉センター
　　　ひまわり館
※相談は無料です。

問 …菊鹿健康福祉センター　　　　
　　  ☎４８‐４６６６

一人で悩まないで話しましょう。
日時▷ 12 月 9 日㈭（要予約）
　　　午後２時〜４時
場所▷山鹿保健所
嘱託医▷山鹿回生病院
※相談は無料です。
問 …山鹿保健所　
　　  ☎４４‐４１２１

本人、家族、関係者の人どなたでも
お越しください。
日時▷毎週水曜日
　　　午前９時〜 11 時半受付
場所▷山鹿健康福祉センター
※相談は無料です。
問 …いきがい推進課　
　　  ☎４３‐００５２

精神保健相談 障がい者・児ふれあい相談

　

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
を

行
い
ま
す
。
税
に
関
す
る
事
な
ら
ど

ん
な
相
談
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時
▽
12
月
10
日
㈮

　
　
　

午
後
1
時
半
〜
4
時
半

場
所
▽
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー
相
談
室

問
…
鹿
北
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
３
１
１
１

無
料
で
税
務
相
談

誰
も
が
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に

　

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

共
に
生
き
る
社
会
を
構
築
す
る
た
め

に
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

【
人
権
週
間
】

　
12
月
4
日
㈯
〜
10
日
㈮

　

国
連
で
採
択
さ
れ
た｢

世
界
人
権

宣
言｣

の
理
念
を
踏
ま
え
、
人
権
の

尊
重
の
高
揚
を
図
る
た
め
全
国
的
に

展
開
す
る
も
の
で
す
。

【
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
】

　
12
月
10
日
㈮
〜
16
日
㈭

　

拉
致
問
題
、
そ
の
他
北
朝
鮮
当
局

に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
、

国
民
の
関
心
と
認
識
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
18
年
か
ら
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。　
　
　

問
…
人
権
啓
発
課

　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
９
９

エ
イ
ズ
検
査
を
行
い
ま
す

検
査
日
▽
毎
週
木
曜
日（
要
予
約
・
無
料
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時

※
第
２
木
曜
日
は
、
夜
間
検
査

　
　
　
　

午
後
5
時
〜
7
時

※�

12
月
1
日
の｢

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー｣

に
ち
な
ん
で
12
月
2
日
㈭
は
、
午
前
9

時
〜
午
後
7
時
ま
で
実
施
。（
要
予
約
）

場
所
▽
山
鹿
保
健
所

内
容
▽
エ
イ
ズ
検
査
（
血
液
検
査
）

※�

希
望
者
は
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
感

染
症
、
梅
毒
、
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎

検
査
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
▽
感
染
な
ど
の
心
配
が
あ
る
人

※�
エ
イ
ズ
検
査
の
結
果
は
、
採
血
後
約

１
時
間
で
分
か
り
ま
す
。（
匿
名
検
査
）

※�
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
保
健
所  

☎
44
‐
４
１
２
１

熊
本
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

｢

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

　
　
　
　
　

使
用
者
も　

労
働
者
も｣

　

熊
本
県
の
最
低
賃
金
は
11
月
5
日

か
ら
、
時
間
額
が
６
４
３
円
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、
県
内
す
べ
て

の
労
働
者
（
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
者
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
を
含
む
）

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

派
遣
先
の
事
業
場
に
適
用
さ
れ
て
い

る
最
低
賃
金
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。　
　

問
…
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
６
‐
３
５
５
‐
３
２
０
２

犯
罪
被
害
者
支
援
に
ご
協
力
を

　

く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
被
害
者
の
人
の
要
望
に
沿
っ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
活
動
を
無
料

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

法
律
や
裁
判
の
こ
と
な
ど
、
悩
み

や
不
安
を
お
持
ち
の
人
は
一
で
悩
ま

な
い
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
…
く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
‐
３
８
６
‐
１
０
３
３

　
　
　

山
鹿
警
察
署　

☎
44
‐
０
１
１
０

　
　
　

人
権
啓
発
課

　
　

☎
43
‐
１
１
９
９

　
相
　
談
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〈 

有
料
広
告 

〉

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
専
門

職
員
が
対
応
し
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。（
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま
す
）

相
談
日
▽
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
　
　
　

 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問…介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
43
‐
１
０
７
７

社
会
保
険
労
務
士
の
相
談
会

　

年
金
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談
を

受
け
ま
す
。

日時▷
・予選リーグ：1 月 19 日㈬
　　　午後 7 時 20 分〜競技開始
・決勝トーナメント：1 月 26 日㈬
　　　午後 7 時〜競技開始
場所▷山鹿市総合体育館
チーム編成▷男女 7 人（競技は 5 人）
参加料▷１チーム１、０００円（保険料含む）

新春ビーチボールバレー大会の参加者募集

申込期限▷ 1 月 12 日㈬まで
申込先▷山鹿市総合体育館　☎４３‐００９０
　　　　市民スポーツセンター　☎４３‐１１５１
問 …地域振興公社
　　 ☎４３‐０１１１

年
金
相
談
を
行
い
ま
す

　

解
雇
、
賃
金
、
労
働
時
間
、
い
じ
め
、

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

日
時
▽
毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

　
　
　
（
12
月
〜
平
成
23
年
3
月
ま
で
）

場
所
▽
市
役
所
１
階
会
議
室

問
…
商
工
課     　

☎
43
‐
１
４
１
３

　

山
鹿
市
が
全
国

に
誇
る
和
紙
の
伝

統
工
芸
品
を
、
あ

な
た
も
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
者
▽
市
内
在
住
で
毎
回
出
席
で

　
　
　
　

 

き
る
人

期
間
▽
1
月
17
日
㈪
〜
3
月
24
日
㈭

　
　
　

毎
週
月
・
木
曜
日
（
20
回
）

　
　
　

午
後
6
時
半
〜
8
時
半

場
所
▽
山
鹿
灯
籠
民
芸
館
別
館（
九
日
町
）

定
員
▽
10
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

参
加
費
▽
３
、５
０
０
円

申
込
期
限
▽
12
月
22
日
㈬
ま
で

問
…
山
鹿
灯
籠
師
組
合

　
　

  

組
合
長　

中
島　

光
代

☎
０
９
０
‐
３
０
７
３
‐
４
５
０
３

金
灯
籠
の
制
作
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か

　

60
歳
前
後
の
高
齢
者
を
対
象
と
し

た
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
基
礎
簿
記
講
習

会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
▽
平
成
23
年
1
月
25
日
㈫
〜

　
　
　
　
　
　

2
月
17
日
㈭（
8
日
間
）

場
所
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ひ
だ
ま
り
）

定
員
▽
20
人
（
先
着
順
）

問
…
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

パ
ソ
コ
ン
基
礎
簿
記
講
習
会
の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

認
知
症
に
関
す
る
相
談

　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

　

①
一
般
相
談
▽
12
月
2
日
㈭

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

②
法
律
相
談
▽
12
月
16
日
㈭
要
予
約

　

  　

 

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】　

　

①
一
般
相
談
▽
12
月
1
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　

②
司
法
相
談
▽
12
月
15
日
㈬

　
　
（
土
地
・
登
記
関
係
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
▽
菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

ひ
ま
わ
り
館
☎
48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

　

①
一
般
相
談
▽
12
月
7
日
㈫

　

②
心
の
悩
み
・
物
忘
れ
相
談

▽
12
月
21
日
㈫
要
予
約

　
　

い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
正
午

場
所
▽
鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ　

　
　

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

☎
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

　

①
一
般
相
談
▽
12
月
6
日
㈪

午
前
9
時
〜
正
午

場
所
▽
鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
36
‐
３
８
１
１

問
…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
３
４

　

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
と
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
の
５
日
前
ま
で
に
電
話
で
予

約
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▽
12
月
8
日
㈬
・
22
日
㈬

　
　
　

市
役
所
1
階
会
議
室

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
　
（
正
午
〜
午
後
1
時
を
除
く
）　

問
…
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
５
３
０

　
募

集
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有
料
広
告 

〉

山鹿温泉復活感謝祭

　

や
ま
が
図
書
館
友
の
会
で
は
、
子

ど
も
た
ち
を
本
の
世
界
に
誘
う
た
め

に
、
高
野
和
佳
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
手
遊
び
や
わ
ら
べ
唄
な
ど
実
践

を
交
え
た
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

※�

入
場
は
無
料
で
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図
書
フ
ェ
ス
タお

は
な
し
講
演
会

難
病
患
者
家
族
の
交
流
会

　温泉の恵に感謝するお祭りです。
甘酒の振る舞いを準備して、皆さんを
お待ちしています。
日時▷ 12 月 20 日㈪　
　　　 16：00 〜祈祷祭　
会場▷薬師堂
問 …観光課　☎４３‐１５７９

日時▷ 1 月 10 日㈷　10：00 〜開会　
会場▷山鹿市総合体育館
対象者▷平成 2 年 4 月 2 日〜平成 3 年 4 月 1 日生まれ
※市内に住民票がある人は、11 月に入場券を
　 郵送しています。
※住民票がない人も、式典当日に受け付けます。
問 …社会教育課　☎４３‐１６１５

平成 23 年 山鹿市成人式

日
時
▽
12
月
14
日
㈫
午
後
7
時
〜

場
所
▽
夢
想
庵

テ
ー
マ
▽
赤
穂
義
士
と
討
ち
入
り
そ
ば

　

   

義
士
の
討
ち
入
り 

ほ
か
一
席　

            

講
談
師　

西
分 

鶴
幸 

師

会
費
▽
５
０
０
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

問
…
法
事
の
館　

夢
想
庵

　

☎
43
‐
２
２
１
１

と
も
び
き
塾

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度
第
１

学
期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中

で
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て

学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。

 　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

申
込
期
限
▽
平
成
23
年
2
月
28
日
㈪

問
…
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
４
１
‐
０
８
６
０

放
送
大
学
４
月
生
を
募
集
し
ま
す

ふ
る
さ
と
再
発
見　

山
鹿
の
文
化
財
め
ぐ
り（
鹿
北
町
編
）

　

｢

石
橋
と
巨
木
の
郷さ

と

鹿

北
町｣

を
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
回
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
委
員
（
森

山
良
雄
先
生
）
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
、
見
て
学
ん

で
歴
史
的
魅
力
を
再
発
見

し
ま
し
ょ
う
。

日
時
▽
12
月
19
日
㈰
（
雨
天
決
行
）

　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
3
時

集
合
場
所
▽
鹿
北
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
料
▽
１
、０
０
０
円（
昼
食
代
込
み
）

定
員
▽
25
人
（
多
数
時
抽
選
）

申
込
期
限
▽
12
月
15
日
㈬
ま
で

問
…
出
土
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
46
‐
５
５
１
２

　

鹿
本
地
域
難
病
友
の
会｢

き
ず
な

の
会｣

で
は
、
歯
と
健
康
に
つ
い
て

の
お
話
と
交
流
会
を
行
い
ま
す
。

　

会
員
以
外
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日
時
▽
12
月
15
日
㈬
午
後
2
時
〜

場
所
▽
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師
▽
原
賀
滋
久
先
生
（
歯
科
医
師
）

参
加
料
▽
無
料

申
込
期
限
▽
12
月
13
日
㈪

問
…
き
ず
な
の
会
事
務
局

　
　
　
（
山
鹿
保
健
所
内
）

☎
44
‐
４
１
２
１

冬
休
み
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き

宿
泊
体
験

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
宿
泊

し
、
冬
休
み
の
思
い
出
と
新
し
い
お
友

達
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日
▽
12
月
18
日
㈯
〜
19
日
㈰
ま
で

場
所
▽
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

対
象
者
▽
小
学
生

内
容
▽
１
泊
２
日
の
日
程
で
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
制
作
実
習
な
ど
を
異
年

齢
の
グ
ル
ー
プ
で
体
験
し
ま
す

参
加
料
▽
一
人
３
、０
０
０
円
、
米
３
合

定
員
▽
30
人

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
限
▽
12
月
5
日
㈰
ま
で

日
時
▽
12
月
12
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
半

会
場
▽
鹿
本
生
涯
学
習
・
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
ひ
だ
ま
り
）

※
託
児
（
ひ
と
り　

２
０
０
円
）

　
　
　

 （
要
予
約
）
12
月
5
日
㈰
ま
で

問
…
や
ま
が
図
書
館
友
の
会

　
　
　
　
　

☎
43
‐
４
３
３
２
（
吉
田
）

※
申
込
書
は
、
各
小
学
校
に
配
布
し
て

い
ま
す
。

問…
山
鹿
市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル

☎
43
‐
１
１
３
６

　

催
し
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料
広
告 

〉 プロのスタッフがお一人お一人のかなえた
いご要望に合わせてアドバイスいたします。
メーキャップやお肌に自信のない方でも分
かりやすくレッスンいたします。
お気軽にお立ち寄りください。

温泉プラザ山鹿３F ☎４３－３５３２ 営業時間AM10:00～PM8:00

自分にあっ
たメーキャップ＆スキンケアレッスンしてみませんか？

コスメティックとみた

＜資生堂化粧品・ディシラ＞

COSMETIC

※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問 …本庁総務課監理検査室　☎ 43‐1118

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）

10/ 5 平成 22 年度米田東部地区４工区（幹線１号その２）
工事　（農業集落排水） 長坂地内 ㈱フチガミ 25,200,000

10/ 5 平成 22 年度米田東部地区５工区（幹線３号その２）
工事　（農業集落排水） 長坂地内 ㈲久保田建設工業 23,593,500

10/ 5 平成 22 年度古閑雨水幹線舗装復旧工事（下水道） 古閑地内 ㈲阿蘇品組 5,145,000
10/ 5 鹿央地域福祉センターポンプ交換工事 鹿央町合里 城設備 6,090,000
10/ 5 石丸口線（市道 240 号）道路整備工事 中町地内 ㈲とみた工業 17,997,000

10/ 5 十三部御宇田線道路改良工事（道路）・平成 22 年度御宇田
地区汚水管渠築造工事（１号）（下水道）

鹿本町御宇田地内 ㈱栄進工業 29,106,000

10/ 5 水口川河川改良工事 鹿北町多久地内 ㈲山本建設 29,295,000
10/ 5 平成 22 年度白銀地区配水管布設工事（その２）（上水道） 長坂地内 猿渡機械設備 5,670,000
10/ 5 平成 22 年度高橋地区配水管布設工事（その４）（上水道） 鹿本町高橋地内 ㈲泰明設備 8,400,000
10/ 5 平成 22 年度平山地区配水管仮設工事（上水道） 平山地内 ㈲フルカワ 6,205,500
10/19 東鍋田村中線道路改良工事 鍋田地内 ㈲古田建設 25,095,000
10/19 梶屋川北線舗装工事 鹿本町中富地内 花昭建設㈱ 8,253,000
10/19 枝川内線道路整備工事 鹿北町芋生地内 下田商事 8,337,000
10/19 宮ノ下線道路整備工事 蒲生地内 下田商事 6,609,750
10/19 中菊川線道路整備工事 中地内 ㈲松山建設 11,487,000
10/19 日置来民線舗装工事 藤井地内 藤工業㈱ 6,930,000

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区７工区（支線４−９号）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町上永野地内 ㈱石阪産業 25,672,500

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区８工区（幹線１号）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町阿佐古地内 ㈲元田工務店 33,048,750

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区９工区（幹線５号その１）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町宮原地内 ㈲康栄土木 20,737,500

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区 10 工区（幹線５号その２）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町池永地内 ㈱小川建設 30,513,000

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区 11 工区（幹線５号その３）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町池永地内 ㈲上村建設 27,218,100

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区 12 工区（幹線５号その４）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町池永地内 ㈲矢野造園土木 10,216,500

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区 13 工区（支線５−３号）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町上永野地内 ㈲牛島工務店 14,658,000

10/19 平成 22 年度菊鹿東部Ⅱ期地区 14 工区（支線１−２２−２号）
工事　（農業集落排水） 菊鹿町永山地内 ㈲吉里建設 19,047,000

10/19 平成 22 年度南島汚水枝線管渠築造工事（３号）（下水道） 南島地内 下田商事 7,028,700
10/19 平成 22 年度南島汚水枝線管渠築造工事（４号）（下水道） 南島地内 ㈲江崎建設 9,082,500
10/19 平成 22 年度熊入汚水枝線管渠築造工事（５号）（下水道） 杉地内 ㈲古澤建設 6,615,000
10/19 平成 22 年度南島４号マンホールポンプ施設工事（下水道） 南島地内 新明和工業㈱ 16,957,500
10/19 平成 22 年度熊入汚水枝線管渠築造工事（６号）（下水道） 杉地内 森工業㈲ 13,902,000
10/19 平成 22 年度杉地区配水管布設替工事（その２）( 上水道 ) 杉地内 ㈲山鹿綜合設備 5,197,500

入札結果の報告（１０月分）
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仕事の相談はお気軽に・山鹿市地域職業相談室　☎ 43-1724　
⃞▶一　般

①正・准看護師　15 万 3 千円〜　②介護職　14 万円〜
　③歯科助手　15 万円〜　④給食調理　12 万 6 千円〜   
⑤フロント　16 万〜　⑥一般事務員・農業簿記　12 万
円　⑦菓子製造工　10 万 8 千円〜　⑧営業　14 万 6 千
円〜　⑨機械工員　13 万 5 千円〜　⑩配送兼仕分係　12
万 3 千円　⑪縫製その他　11 万 1 千円〜　⑫長距離ト
ラック運転手　28 万円〜　⑬美容師　13 万円〜

⃞▶パート

①看護師　時給 900 円〜　②介護職　時給 650 円〜　
③調理補助　時給 650 円〜　④歯科助手　時給 800 円
〜　⑤惣菜調製工　時給 650 円　⑥冷凍食品の加工製
造　時給 800 円　⑦用務係　時給 900 円　⑧清掃員　
時給 750 円
＊詳細は、ご来室・ご相談ください。なお、すでに採
用済みの場合もあります。職業相談室は、勤労青少年
ホーム１階（市役所裏中央公民館となり）です。 　　

主 な 公 共 施 設 の 年 末 年 始 開 館 ・ 閉 館 状 況
○…開館・営業
×…閉館・休業

12 月 １月 ○…開館・営業
×…閉館・休業

12 月 １月
29 ㈬ 30 ㈭ 31 ㈮ １㈯ ２㈰ ３㈪ 29 ㈬ 30 ㈭ 31 ㈮ １㈯ ２㈰ ３㈪

山
鹿
地
区

本庁市民課（窓口）★ × × × × × × 菊
鹿
地
区

鞠智城温故創生館 × × × × × ×
市立病院（※ １） × × × × × × あんずの丘あぷりぃ ○ ○ × × × ×
水道局（窓口） × × × × × × 鞠智城物産館長者館 × × × × × ×
健康福祉センター × × × × × ×

鹿
本
地
区

鹿本総合支所（窓口）★ × × × × × ×
老人福祉センター × × × × × × 旧来民郵便局（ゆ〜くんち） × × × × × ×
隣保館 × × × × × × 鹿本ふれあいセンター × × × × × ×
博物館 × × × × × × 鹿本隣保館 × × × × × ×
灯籠民芸館 × × × × ○ ○ ひだまり × × × × × ×
八千代座 × × × × ○ ○ 鹿本図書館 × × × × × ×
中央公民館・図書室 × × × × × × 体育施設 × × × × × ×
勤労青少年ホーム × × × × × × 清浦記念館 × × × × × ×
総合体育館 × × × × × × 水辺プラザかもと ○ ○ ○ ○ ○ ○
市民スポーツセンター × × × × × ×

鹿
央
地
区

鹿央総合支所（窓口）★ × × × × × ×
サイクリングターミナル × × × × × × 鹿央公民館（図書室含む） × × × × × ×

鹿
北
地
区

鹿北総合支所（窓口）★ × × × × × × 鹿央多目的研修センター × × × × × ×
鹿北公民館（図書室含む） × × × × × × 鹿央隣保館 × × × × × ×
体育施設 × × × × × × くらしの歴史館 × × × × × ×
老人福祉センター × × × × × × 鹿央物産館レストラン × × × × × ×
健康温泉館ゆ〜かむ (※2) ○ × × × △ △ 鹿央物産館農産物直販所 × × × × × ×
ゆ〜かむレストラン (※3) × × × × △ △ 多目的総合運動公園グラウンド × × × × × ×
道の駅「小栗郷」(※4) ○ ○ × × × × 鹿央地域福祉センター × × × × × ×
木遊館 ○ ○ × × × × ※１　緊急の傷病者については、当番医が対応します。

※２　1 月 2 日 ･3 日の営業は、正午 ~ 午後 6 時までです。
※３　1 月 2 日 ･3 日の営業は、正午 ~ 午後３時までです。
※４　レストランは、30 日は休業です。
★ 12 月 29 日から 1 月 3 日まで、婚姻届・死亡届など戸籍に関す
る届出は、本庁は宿直室、各総合支所は宿日直が受け付けます。

菊
鹿
地
区

菊鹿総合支所（窓口）★ × × × × × ×
菊鹿公民館（図書室含む） × × × × × ×
体育施設 × × × × × ×
ひまわり館 × × × × × ×

  　

年
末
年
始
の

  　

水
道
修
理

  　

事
業
所
当
番

12/28 ㈫ サンテック（☎ 46‐5555）　　野田設備工業（☎ 43‐6643）　　山鹿綜合設備（☎ 44‐5758）
12/29 ㈬ 岩野石油（☎ 32‐3128）　　　猿渡機械設備（☎ 44‐2501）　　　垂水建材店（☎ 44‐6310）
12/30 ㈭ イズミ住設工業（☎ 48‐2550）　　　有働設備（☎ 43‐4550）　　　誠工社（☎ 44‐3533）

12/31 ㈮ アイビー浄水（☎ 43‐4660）　　泰明設備（☎ 44‐2357）　　高原商会（☎ 43‐2830）
フルカワ（☎ 43‐3529）

１/ １㈷ 城設備（☎ 36‐3484）　　　城北工業（☎ 44‐1281）　　　八代設備（☎ 46‐4861）
１/ ２㈰ 九電工（☎ 43‐4175）　　　東総合設備（☎ 34‐0717）　　　南九州マルヰ（☎ 43‐3231）
１/ ３㈪ 池田設備（☎ 43‐5547）　　とらや商会（☎ 43‐2212）　　日創立花（☎ 44‐3254）

※年末年始緊急時には、当番店が対応します。
　詳しくは、山鹿市管工事業協同組合事務所（☎ 43‐4584）にお尋ねください。
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＊都合で変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

12
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日（曜） 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時
  5 日㈰ 藤原クリニック / 中川医院 / 幸村医院 岩下薬局
12 日㈰ 大橋通クリニック / きくか松岡クリニック 江上薬局大橋通店 / まつ薬局 / 岩下薬局
19 日㈰ 桑木内科 / まえはら泌尿器科クリニック 岩下薬局
23 日㈷ 井上小児科医院 / かもと整形外科医院 まつ薬局 / 岩下薬局
26 日㈰ 山鹿温泉リハビリテーション病院 / 大山産婦人科医院 岩下薬局

年
末
年
始
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

29 日㈬

井上産婦人科医院 / 井上小児科医院 / 上塚外科胃腸科医院 / うちだ内科医院 /
大坂整形外科医院 / かもと整形外科医院 / 桑木内科 / 後藤整形外科 / 小林医院

（12：30 まで）/ 大橋通クリニック / 徳永循環器科内科医院（13：00 まで）/
坂本医院（17：30 まで）/ 東内科小児科医院 / 福間医院（12：00 まで）/ 平井
藤岡医院 / 星田内科医院 / 保利病院 / まえはら泌尿器科クリニック / 前原耳鼻
咽喉科医院（12：30 まで）/ きくか松岡クリニック / 松永整形外科リウマチ科
/ 武内医院 / 山鹿中央病院 / もろとみ医院 / 横手医院

江上薬局大橋通店 / グリーンファー
マシー（14：00 まで）/ まつ薬局 /
岩下薬局 / 熊入さくら薬局 / 神山薬
局 / 鹿本中央調剤薬局 / 山鹿いちご
薬局

30 日㈭

井上小児科医院 / 大坂整形外科医院（12：00 まで）/ 後藤整形外科（12：00 まで）
/ 小林医院 / 大橋通クリニック / 坂本医院（12：00 まで）/ 東内科小児科医院 /
藤原クリニック / 平井藤岡医院 / 星田内科医院 / 保利病院 / まえはら泌尿器科
クリニック（12：30 まで）/ きくか松岡クリニック / 松永整形外科リウマチ科

（12：30 まで）/ 山鹿中央病院 / 三森循環器科呼吸器科病院

エース薬局（13：00 まで）/ まつ
薬局 / 岩下薬局 / 神山薬局

31 日㈮ 井上小児科医院 / 大橋通クリニック / 保利病院 / 山鹿中央病院 まつ薬局 / 岩下薬局 / 神山薬局
  1 日㈷ 大橋通クリニック / 保利病院 / 山鹿中央病院
 ２日㈰ 大橋通クリニック / 平井藤岡医院 / 保利病院 / 山鹿中央病院
 ３日㈪ 大橋通クリニック / 東内科小児科医院 / 平井藤岡医院 / 保利病院 / 山鹿中央病院 岩下薬局

＊主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千代
　座までどうぞ（☎４４‐４００４）

⃞▶吉岡功治写真教室作品展
　期間▷ 12 月 1 日㈬〜 1 月 10 日㈷　
　（12 月 31 日〜 1 月 3 日まで休み）
　場所▷平小城ふれあい広場
平山温泉観光協会内　☎ 44‐0522（石井）
時間▷ 9：00 〜 18：00

⃞▶三人展（水彩）
　風景、静物など近作を展示します
　（森由紀子、福嶌あけみ、木山ひろえ）
　前期▷ 12 月 1 日㈬〜 15 日㈬まで
⃞▶きらめく花の会押し花展
　米田公民館教室（講師：坂本とみ先生）
　後期▷ 12 月 16 日㈭〜 28 日㈫まで
　　（最終日はそれぞれ 15：00 まで）
パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）☎４４‐４８３５
時間▷ 11：30 〜 21：00（日曜日定休）

１2月
開催日 行　事　名 時間 料金
  4 日㈯ 第５回八千代座クリスマスシャンソン大会 午後 有料

  5 日㈰ 第１８回歳末助け合い
坂本大次郎チャリティーコンサート 午後 有料

  8 日㈬ 休館日 − −

10 日㈮
　　演劇公演　

海流座 ｢ 新　裸の大将放浪記 ｣ 午後 有料

12 日㈰

熊本県立劇場文化事業　八千代座文化講座
熊本アーティスト・イン・レジデンス２０１０

ダンス × ピアノ × オヤジ？！
オヤジとマキの八千代座組曲    

午後 有料

19 日㈰  日本舞踊　叶流　粋櫻会
十五周年記念発表会 日中 無料

29 日㈬
〜

　31 ㈮
休館日（１月１日㈯まで） − − ⃞▶街角　Gallery コーナーは、

　1 月号から先着順で掲載します。
　原稿の締め切り日は、掲載希望月の前月１日です。
　掲載を希望される場合は、早めに原稿を提出してくだ
　さい。

チヨマツ
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今
年
度
は
、
昨
年
流
行
し
た
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
混
合
３
価
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
に
な
り
ま
し
た
。　

◎�

次
に
当
て
は
ま
る
人
は
、
接
種

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
明
ら
か
な
発
熱
の
あ
る
人

②�

重
い
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

③�

予
防
接
種
の
接
種
液
の
成
分
で

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
（
全
身
性

の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
）
を
お
こ

し
た
こ
と
が
あ
る
人

④�

こ
れ
以
外
に
予
防
接
種
を
行
う

こ
と
が
不
適
切
な
状
態
で
あ
る

と
医
師
が
判
断
し
た
人

◎
副
反
応
に
つ
い
て

　

副
反
応
と
は
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
症
状

の
こ
と
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、
注
射
部
位
が
赤

く
な
る
、
腫
れ
る
、
硬
く
な
る
、

熱
を
持
つ
、
痛
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
通
常
は
２
～
３
日
で

消
失
し
ま
す
。

　

発
熱
、
悪
寒
、
頭
痛
、
け
ん
怠

感
、
一
過
性
の
意
識
消
失
、
め
ま

い
、
リ
ン
パ
節
腫
ち
ょ
う
、
お
う

吐
、
下
痢
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

強
い
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
人
は

強
い
副
反
応
を
生
じ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
医
師
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
よ
う
に
重
い
副
反
応
が
お

こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①�

シ
ョ
ッ
ク
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ

シ
ー
様
症
状
（
じ
ん
ま
し
ん
、

呼
吸
困
難
な
ど
）

②�

急
性
散
在
性
脳
脊
髄(

せ
き
ず

い)

炎
（
接
種
後
数
日
か
ら
２

週
間
以
内
の
発
熱
、
頭
痛
、
け

い
れ
ん
、
運
動
障
害
意
識
障
害

な
ど
）

③�

ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー
症
候
群
（
両

手
足
の
し
び
れ
、
歩
行
障
害
な

ど
）

④
肝
機
能
障
害
、
黄
だ
ん

⑤
ぜ
ん
そ
く
発
作

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
当
日
は
過
激
な

運
動
は
避
け
、
接
種
部
位
を
清
潔

に
保
ち
、
接
種
後
の
体
調
管
理
を

し
っ
か
り
行
い
、
異
常
反
応
や
体

調
の
変
化
、
さ
ら
に
高
熱
、
け
い

れ
ん
な
ど
の
異
常
な
症
状
が
確
認

で
き
た
場
合
は
、
速
や
か
に
医
師

の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問い合わせは、健康増進課（保健師）まで
（健康福祉センター内）　　
　　　　　　　　☎４３‐００５０ 赤ちゃん と みんな の 健康情報赤ちゃん と みんな の 健康情報

　　
Vol.20

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
で

注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

●�女性特有のがん検診は無料クーポンが届いている人が対象
です。ご確認の上、12 月 28 日までに受診しましょう。

●�子宮がん検診は、市内在住の 19 歳以上の女性が対象です。
検診を受けていない人は、12 月 28 日までに井上産婦人科、
大山産婦人科、谷産婦人科で受診しましょう。

ていますが、全身疾患のため局所麻酔下での手術が困
難と思われる人は、全身麻酔で行うこともあり、他院
へ紹介させていただくことがあります。また、白内障
が進行して水晶体の硬化が強くその厚みが増すと、ま
れに水晶体体積の増加で閉

へ い そ く ぐ う か く

塞隅角緑内障を起こす可能
性があります。その他の合併症のリスクも高くなりま
すので、進行の程度や日常生活への支障程度を考え手
術を行う時期も重要になります。
　最近、目がかすむ、天気のよい日の外出が眩しい、
蛍光灯が二重に見える、眼鏡が合わなくなったなどの
症状がある場合は一度眼科を受診されてください。
　白内障以外の疾患（緑内障や網膜疾患）がある場合は、
白内障手術にても充分に視力が出ないことがあります
ので、眼底検査を受けることも大切です。老化による
ものと放置せずいつでもご相談にきてください。

　　

白内障
山鹿市立病院
眼科

田原　博子

　白内障とは、眼の中にある透明なレンズ（＝水晶体）
が濁ってしまう病気です。原因はさまざまで、加齢現
症による老人性白内障のほか、先天白内障、併発白内
障（ぶどう膜炎、糖尿病、アトピー、長期ステロイド
使用）などがあります
　これらの原因で水晶体は徐々に硬化し、色調が変化
しかすみを自覚したり、調節力の低下、近視化、乱視
の増減などが生じます。治療は進行予防の点眼薬はあ
りますが、多くは手術です。混濁した水晶体を摘出し
眼内レンズを挿入します。
　白内障と診断されたら、術前検査に一度来ていただ
き眼内レンズのための検査（眼軸検査）や角膜内皮測
定などを行い、手術内容の説明をご家族と受けていた
だきます。当院の白内障手術は、2 泊 3 日の入院で手術
翌日に問題なければ退院です。手術は局所麻酔下で行っ

女性特有のがん検診・子宮がん検診
はお済みですか

電話で相談したい人には
　☎０９６－３８１－４３４０
　　　　　　　　　　　　（専用）
・平日（月～金）　　
・午前９時から午後１０時まで
・相談員：専門相談員（助産師など）
直接会って相談したい人には
・場所　熊本県女性相談センター
　　　（熊本県福祉総合相談所内）
・平日（第４金曜日）　　
・午後２時から４時まで（要予約）
・相談員　専門相談員
　（必要に応じ産婦人科医師など）
・問い合わせ先
　　熊本県女性相談センター
　　　　　　☎ 096-381-4340

不妊専門相談
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♣応募時に３歳までのお子さんを募集していま
す。掲載ご希望の人は、写真とメッセージ、住所、
氏名、　生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください。

　　　　　　　　ちあき

冨田　千亜希ちゃん
（H21. ２.27 生まれ）

中（山鹿市）
♡メッセージ
３番目で、自由気ままに育っ
てます。にぃに、ねぇねに
は負けないゾー

赤ちゃん大募集！

健康カレンダー

場所の省略表記 【ひまわり】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央研セ】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター

　　      　　　　るい

川西　流衣ちゃん
（H21.10.22 生まれ）

多久（鹿北町）

　　　　　　 　みくと

岩木　望空人ちゃん
（H20.2.12 生まれ）

川端町（山鹿市）

【山 健 福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本生涯学習
　　　　　　健康セ ンター ひだまり12

♡ママからのメッセージ
元気でたくましい、笑顔を
たやさない、パパ似のイケ
メン（笑）に育ってネ♡　

日 月 火 水 木 金 土
→お知らせ
来月号（23年 1月号）から、この健康カ
レンダーは掲載しません。健康増進課が
発行している「山鹿市母子保健事業のお
知らせ」でご確認ください

１ ２ ３ ４
母子健康手帳交付
13:30 〜 15:00 受付
             　【ひだまり】

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

１歳６か月児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を
除 く )・ 鹿 北・ 鹿 央、
21 年 4 月生 ) 13:30 〜
14:00 受付    【山健福】

12 13 14 15 16 17 18
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付
             　【山健福】】

乳児健診
（三玉・菊鹿・鹿本、
22 年 4 月・22 年 8 月
生 )13:30 〜 14:00 受
付　　　【ひだまり】

３歳児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿 本、19 年 8 月 生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　　【ひだまり】

７・８か月児健診
山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿 北・ 鹿 央、22 年 4
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　         【山健福】

３歳児健診
（山鹿 ( 大道・三玉を除
く )・ 鹿 北・ 鹿 央、19
年 8 月 生 )13:30 〜
14:00 受付　 【山健福】】

19 20 21 22 23 24 25
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

３・４か月児健診
（山鹿 ( 三玉を除く )・
鹿北・鹿央、22 年 8
月 生 ) 13:30 〜 14:00
受付　　  　【山健福】

１歳６か月児健診
（大道・三玉・菊鹿・
鹿 本、21 年 4 月 生 ) 
13:30 〜 14:00 受付

　【ひだまり】

26 27 28 29 30 31
母子健康手帳交付
13:30 〜 16:00 受付

             　【山健福】

●献血日程　12 月 6日㈪　鹿北市民センター（午前 9時半〜 11時半）
　　　　　　　　　　　　　　 ＪＡ鹿本鹿北支所（正午〜午後 1時 / 午後 2時〜 3時半）
　　　　　　12 月 24 日㈮　熊本県鹿本地域振興局（午前 9時半〜 11時半

/お昼 12時半〜午後 3時半）
　　　　　　　　　　　　　　 スーパーミカエル山鹿店（午前 9時半〜 12時半

/午後 1時半〜 3時半）

天皇誕生日

♡ママからのメッセージ
思いやりのあるたくましい
男の子になってネ♡

　　　　　　     れいな

岩木　麗奈ちゃん
（H17.10.17 生まれ）

川端町（山鹿市）
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◆市◇民◆文◇芸◆

【
俳
　
句
】

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

縄
張
り
を
主
張
す
る
が
に
鵙も

ず

高
音　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

綾
子

朽
ち
し
身
の
た
め
ら
い
は
な
し
木
の
葉
髪　

　
　
　

木
場　

菊
代

折
鶴
に
息
吹
き
入
る
る
原
爆
忌　

　
　
　

疋
田
由
利
子

タ
ッ
プ
俳
句
教
室

紅
葉
の
色
よ
り
薄
き
夕
日
か
な

大
薗
美
奈
子

青
空
に
百も

ず舌
の
遠
鳴
き
捜
し
け
り村

上　

真
一

銀
杏
の
木
ち
ら
ち
ら
黄
金
の
札
を
ま
き

村
上
い
ず
み

鹿
本
俳
句
教
室　

 

十
月
例
会

利
光
釈
朗
選

菊
愛
で
し
父
の
残
せ
し
鉢
数
多

　

坂
本　

礼
子

メ
ー
ル
打
つ
指
の
先
ま
で
菊
日
和小

原　

洋
子

植
ゑ
く
れ
し
父
母
に
栗
飯
供
へ
け
り

福
島　

幸
代

山
鹿
俳
句
会　

十
月
例
会

岩
岡
中
正
選

星
流
る
友
来
て
友
の
逝
く
と
云
ふ　

　
　
　

松
下　

圭
士

稲
刈
り
の
匂
ひ
の
中
を
通
り
ぬ
け

　
　
　

森
川　

幸
恵

晩
秋
や
川
太
郎
て
ふ
か
に
届
く　

　
　
　

本
田　

孝
子

【
短
　
歌
】

鹿
北
短
歌
会　

十
一
月
例
会

秋
の
日
に
銀
鱗
跳
ね
る
瀬
に
入
り
て
い
が
ぐ
り
頭
と
魚
を
す
く
う　
　
　
　

貞
熊
喜
美
子

こ
の
夏
を
無
事
に
す
ご
せ
し
幸
せ
を
今
宵
は
虫
も
夜
を
通
し
鳴
け　
　

弓
掛
ム
ツ
子

細
道
の
お
堂
を
ぬ
け
れ
ば
亡は

は母
の
里
車
窓
に
見
え
る
な
つ
か
し
き
家　
　
　
　

徳
永　

則
子

鹿
本
町
短
歌
会　

詠
草

炎
暑
午
后
部
屋
に
こ
も
り
て
久
ひ
さ
に
無
心
の
筆
と
り
写
経
を
書
く　
　
　

水
町
千
鶴
子

ト
ン
ネ
ル
を
抜
く
る
と
な
べ
て
す
す
き
原
風
吹
き
来
れ
ば
山
動
く
ご
と　
　

今
村
久
美
子

秋
雨
が
北
の
果
て
か
ら
走
り
来
て
我
い
っ
と
き
の
涼
を
む
さ
ぼ
る　
　
　

立
山　

德
明

菊
鹿
短
歌
会　

十
月
作
品

莎か
や
つ
り
く
さ草
裂
き
て
作
り
し
み
ど
り
の
蚊
帳
杳と

お

く
幼
き
日
の
よ
み
が
へ
る　
　
　
　

森
田　

洋
子

栗
園
の
木
蔭
に
み
ど
り
の｢

落
し
文｣

ま
ろ
ぶ
を
跨ま

た

ぎ
栗
の
実
拾
ふ　
　
　
　

片
山　

陽
子

記
念
写
真
撮
り
し
を
見
れ
ば
白
髪
の
わ
れ
を
と
り
巻
く
廻
り
華
や
ぐ　
　
　

中
原　

英
子

石
人
短
歌
会　

十
月
例
会

富
田
豊
子
選

不ほ
と
と
ぎ
す

如
帰
啼
く
山
里
に
眠
る
母
ぬ
く
も
り
知
ら
ぬ
母
ぞ
恋
し
き　
　
　
　
　
　
　

上
妻
千
佐
子

ス
カ
ー
フ
の
む
ら
さ
き
纏
ひ
風
を
呼
ぶ
風
を
は
ら
ん
で
夕
焼
け
に
佇
つ　
　
　
　

荒
木
登
美
子

母
の
名
を
呼
び
た
る
声
は
な
け
れ
ど
も
我
が
名
を
呼
び
し
母
の
声
す
る　
　
　

後
藤
シ
キ
エ

鹿
央
短
歌
会　

十
月
作
品

田
植
え
後
の
稲
の
成
長
め
ざ
ま
し
く
も
う
腹
も
ち
て
穂
の
出
る
寸
前　

江
藤　

い
し

ひ
ぐ
ら
し
の
声
す
み
透
る
里
の
山
今
日
も
事
な
く
暮
色
せ
ま
り
来　
　
　

立
山　

〆
子

朝
々
に
庭
先
ま
わ
り
て
仏
前
に
あ
ぐ
る
花
を
ば
見
つ
け
切
り
ゆ
く　
　
　
　

木
下
志
摩
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　

十
一
月
詠
草

す
っ
ぽ
り
と
庭
木
剪
ら
れ
て
秋
空
の
明
る
き
下
に
杜ほ

と
と
ぎ
す

鵑
草
咲
く　
　
　

鶴
田　

美
昭

飼
ひ
犬
を
曳
き
て
野
道
を
散
歩
す
る
遠
き
未
来
は
逆
か
も
し
れ
ぬ　
　

 

野
口　

暉
夫

陽
落
つ
れ
ば
頓と

み

に
静
も
る
山
波
に
暮
色
迫
り
て
か
そ
け
き
光　
　
　
　

  

皆
本　

幸
子

【
肥
後
狂
句
】

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

十
月
例
会

立
山
連
峰
選

早
ば
や
と　

当
確
の
出
て
沸
く
事
務
所

荻　
　

正
好

知
恵
の
多
さ　

法
す
れ
す
れ
に
切
り
抜
く
る

竹
下　

賀
松

た
か
ざ
ろ
き　

心
配
の
種
増
え
て
来
た

松
井　

爆
笑

そ
ろ
そ
ろ　

そ
ぎ
ゃ
ん
急
ぐ
と
け
ま
つ
る
る

黒
田　

如
水

無
駄
ば
か
り　

冷
房
つ
け
て
風
邪
引
い
て

古
庄　

敬
子

新
谷
不
動
選

早
ば
や
と　

下
戸
に
万
歳
さ
す
る
け
ん

藤
本　

白
扇

そ
ろ
そ
ろ　

そ
こ
は
二
人
で
決
め
ん
か
い

本
田　

計
介

目
映
い
か　

ま
と
も
に
見
れ
ん
妻
の
顔

小
水
流
繁
富

た
か
ざ
ろ
き　

父
ち
ゃ
ん
一
寸
お
か
し
か
つ

高
木　

夕
月

無
駄
ば
か
り　

衝
動
買
い
の
銭
う
し
て

古
里
イ
ツ
代

河
鹿
会　

肥
後
狂
句　

十
月
例
会

課
題
句　

古
賀
楽
居
選

忘
れ
物　

傘
は
ダ
ー
ス
で
買
う
と
ら
す

　

石
本　

邦
昭

忘
れ
物　

み
や
げ
は
バ
ス
の
棚
の
上

中
満　

甘
柿

忘
れ
物　

ど
こ
ま
で
旅
行
し
よ
る
ど
か

古
川
ひ
ろ
み
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10月

お
よ
ろ
こ
び
・
う
ぶ
ご
え
・
お
く
や
み

◆ およろこび ◆
山　鹿
　山　鹿　今井　康博さん♥萩坂ゆかりさん
　　　　　平山　和生さん♥岩永　香織さん
　　　　　山本　　孝さん♥野田さつきさん
　　　　　坂本由紀夫さん♥山長　恵子さん
　米　田　立山　智博さん♥濵島　澄江さん
　八　幡　飯田　雄樹さん♥下田　珠路さん
　平小城　山口　　憲さん♥石井　利枝さん
　三　岳　堤　　博文さん♥石黒　直美さん
鹿　北
　広　見　荒木秀一郎さん♥成清　マキさん
菊　鹿
　内　田　渕上　健太さん♥髙宮　恵子さん
　　　　　家入　昭二さん♥松島　清美さん
　六　郷　髙木　茂生さん♥田中悠希子さん
　城　北　城野　正雄さん♥嶋原　亜希さん
鹿　本
　稲　田　芹川　博志さん♥江良　祥子さん
　来　民　冨田　高志さん♥光永美貴子さん
　　　　　西嶋　　聡さん♥竹勢美土理さん
　　　　　本田　悦之さん♥石川　由貴さん
　　　　　古田　康昭さん♥田代　晃子さん
鹿　央
　米野岳　米加田　忍さん♥濱田　紗恵さん
　　　　　原田　賢志さん♥最上　春香さん
　山　内　谷口　　彰さん♥熊谷亜希子さん
　　　　　

◆ うぶごえ ◆
山　鹿
　山　鹿　冨田　　渉

あゆむ

さん　西　　健
たけはる

晴さん
　　　　　堀川　果

か り ん

鈴さん　堀川　來
ら い あ

愛さん
　　　　　宮川愛

め い な

依菜さん　園田琥
こ た ろ う

汰朗さん
　　　　　久冨　那

な ち

知さん
　米　田　吉本　怜

れ い や

槍さん
　八　幡　荒井　海

か い と

帆さん　宮崎　　翼
つばさ

さん
　平小城　池田　悠

ゆうせい

惺さん
　三　岳　木庭ななみさん　
　三　玉　原田　煌

く う が

輝さん　松山　果
か ほ

歩さん
　　　　　梅本　絆

は ん な

夏さん
　大　道　中山琥

こ た ろ う

大郎さん　井島　椿
つ ば き

月さん
　　　　　小田　陽

は る き

輝さん
鹿　北
　岳　間　古澤　慶

け い な

己さん
　岩　野　井上　凜

り の

乃さん
　広　見　岡脇　聖

せ な

和さん
菊　鹿
　六　郷　竹下　結

ゆ な

菜さん
鹿　本
　来　民　阿部　琉

りゅうせい

誠さん　新堀　隆
りゅうが

煌さん
　　　　　九木　瀧

りゅうせい

聖さん　杉本　百
も も か

華さん
　　　　　杉本　一

い ち ご

護さん　田崎真
ま さ と

咲人さん
　　　　　石原　　凛

りん

さん
　中　富　前田　理

り と

斗さん　富田　唯
い ち か

愛さん
鹿　央
　千　田　宇野　瑛

え い と

斗さん
　米野岳　松永　暁

あ き と

翔さん
　山　内　森　陽

ひ な こ

菜子さん

◆ おくやみ ◆
山　鹿　
　山　鹿　阿蘇品スイコさん (100)　杉本　國義さん (85)
　　　　　築山　本幸さん (74)　原　マサ子さん (95)
　　　　　髙木　紘一さん (68)　井島　正浩さん (81)
　　　　　古家　勝巳さん (84)　三森ミヨ子さん (73)
　　　　　竹下ヨシノさん (96)　德永　忠昭さん (79)
　米　田　前田モモコさん (88)　倉原アヤヲさん (102)
　　　　　江藤　幸一さん (80)
　八　幡　松林　正直さん (90)　西川チエ子さん (81)
　　　　　戸上　親則さん (92)　三根スミヱさん (99)
　三　岳　古閑　良介さん (90)　月足トキヱさん (96)
　三　玉　木庭トモエさん (83)　野田アイ子さん (87)
　　　　　西川由紀子さん (69)
　大　道　西村アキヨさん (84)　橋本　玉喜さん (103)
鹿　北
　岳　間　髙木　敏夫さん (88)
　岩　野　田中　博明さん (60)　野中シゲノさん (91)
　　　　　古家　道男さん (72)　立山ヤスコさん (92)
　　　　　古家マサ子さん (89)
　広　見　飯田　美輝さん (78)　松尾　伍市さん (90)
　　　　　友田　政就さん (83)
菊　鹿
　内　田　本田　秀喜さん (59)　立花　濱子さん (77)
　　　　　飯川　　弘さん (75)　本田くみ子さん (59)
　　　　　渕上　領子さん (84)　立花　博文さん (83)
　六　郷　石阪テツヨさん (87)　片山フサ子さん (89)
　　　　　前田　正博さん (60)　古閑九州男さん (76)
　　　　　高木　　泉さん (92)　有働　則子さん (72)
　　　　　古閑　道子さん (94)
　城　北　井手上セイ子さん (73)　元田イツエさん (84)
鹿　本
　稲　田　中嶋　信子さん (81)　中嶋　　節さん (86)
　　　　　津留マスヨさん (84)　西田　節子さん (90)
　来　民　江藤八千代さん (88)　桑原　信人さん (91)
　　　　　川俣　宇市さん (87)　東　　誠一さん (72)
　　　　　菊川　桂司さん (76)　福嶌アヤコさん (84)
鹿　央
　千　田　東　　敦子さん (83)　井出百合子さん (94)
　米野岳　清田　正也さん (89)　有働マサ子さん (90)
　　　　　松永フサ子さん (86)　佐伯　増太さん (99)
　山　内　杉村　澄男さん (86)
※10月中の届出のうち、本庁・総合支所で受け付けた
　掲載希望者分を掲載しています

▶

訂
正
と
お
わ
び

　

10
月
１
日
号
15
ペー
ジ
平
小
城
小
学

校
の
タ
イ
ト
ル「
あ
い
さ
つ
　
あ
し
と
ま

つ
　
あ
り
が
と
う
」
は「
あ
い
さ
つ
　

あ
と
し
ま
つ
　
あ
り
が
と
う
」
の
誤
り

で
し
た
。

　

11
月
１
日
号
13
ペ
ー
ジ
新
着
図
書
、

マ
リ
ア
ビ
ー
ト
ル
の
説
明
３
行
目「
密

柑
」
は「
蜜
柑
」
の
誤
り
で
し
た
。

　

11
月
１
日
号
19
ペ
ー
ジ
募
集
の「“
や
ま

が
産
業
祭
”
山
鹿
十
三
観
音
と
史
跡
め
ぐ

り
ツ
ア
ー
」
は「
山
鹿
三
十
三
観
音
」
の
誤

り
で
し
た
。

　

訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
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十
、
山
鹿
に
は
い
く
つ
映
画
館
が
あ
っ
た
？

ホームページアドレス
http://www.city.yamaga.kumamoto.jp
エコマーク認定の再生紙を使用しています

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
　による漢字を使用しています（広聴広報係）

■編集発行
〒８６１‐０５９２
　熊本県山鹿市役所
　総務部秘書課
　広聴広報係
　☎ 0968‐43‐1112
　� 0968‐44‐0373
　（毎月１日発行）

■人口と世帯
人口 57,185 （ − 7 ）
　男 26,942 （ − 15 ）
　女 30,243 （ ＋ 8 ）
世帯数 21,151 （ ＋ 9 ）

10 月末現在（前月末比）

は
映
画
と
劇
の
こ
と
で
、
映
画
だ
け
で
な
く
芝
居
も
や
っ
て
い
た
と
い

う
名
残
が
名
称
に
残
っ
て
い
ま
す
。
日
昇
館
の
前
身
は
「
朝
日
館
」
と

い
う
大
正
時
代
建
設
の
劇
場
で
し
た
。
四
つ
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、

当
時
の
庶
民
の
娯
楽
の
中
心
が
映
画
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

映
劇
、
泉
都
映
劇
が
火
事
に
な
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
人
も

い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
の
普
及
で
一
斉
に
姿
を
消
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
最
後
の
日
昇
館
が
姿
を
消
し
た
の
は
昭
和
49
年
１
月
。
有

料
の
最
終
上
映
は
「
ゴ
ル
ゴ
13
」
と
「
女
囚
さ
そ
り
」
で
し
た
。

　

鹿
本
町
に
は
大
正
６
年
に
建
て
ら
れ
た
「
城
北
座
」
と
い
う
八
千
代

座
と
そ
っ
く
り
の
芝
居
小
屋
が
あ
り
、
映
画
も
上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
42
年
に
閉
鎖
、
解
体
さ
れ
ま
し
た
が
、
菊
池
（
隈
府
）
の
櫻さ

く
ら

座
、

八
千
代
座
と
並
ぶ
規
模
で
城
北
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
は
中
町
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
敷
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
新
屋
敷
の
表
通
り
に
戦
後
建
っ
た
「
中
心
座
」
と
い
う
２
０
０

人
～
３
０
０
人
規
模
の
映
画
館
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鹿
北
町
に
は
昭
和
10
年
代
か
ら
30
年
代
ま
で
東
栗
瀬
に
「
中
央
館
」

が
あ
り
、
芝
居
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
岩
野
小
の
手
前
の
「
シ
ネ
マ
ス

コ
ー
プ
」
は
洋
画
の
上
映
が
多
か
っ
た
と
も
聞
き
ま
し
た
。

　

菊
鹿
町
で
は
、
矢
谷
、
島
田
、
山
ノ
井
、
上
永
野
な
ど
の
大
き
な
農

家
の
坪
（
庭
）
な
ど
で
上
映
さ
れ
た
ほ
か
、辻
と
島
田
に
映
画
館
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。

　

鹿
央
町
に
は
常
設
の
映
画
館
は
な
く
、
山
鹿
に
歩
い
て
見
に
行
く
こ

と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
神
社
や
坪
で
の
上
映
が
一
週
間
に
一
回

あ
り
ま
し
た
。
映
画
の
ポ
ス
タ
ー
の
下
に
「
山
下
映
画
」、「
原
口
映
画
」

と
あ
り
、
山
鹿
か
ら
く
る
巡
回
映
画
が
盛
ん
で
し
た
。「
坪
」
と
い
う

の
は
モ
ミ
を
干
し
た
り
、
作
業
を
す
る
農
家
の
庭
で
、
ネ
コ
ボ
ク
を
敷

き
、
中
入
り
で
弁
当
を
広
げ
て
食
べ
る
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
と
も
聞
き

ま
し
た
。

　

今
回
、
映
画
館
の
こ
と
を
調
べ
る
た
め
に
多
く
の
人
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
が
、
意
外
に
写
真
や
記
録
が
残
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
残

念
で
す
。
鹿
北
の
広
報
「
幸
の
国
Ｋ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
」（
平
成
9
年
8
月

№
88
）
の
特
集
「
負
け
る
な
商
店
街
」
に
掲
載
さ
れ
た
昭
和
30
年
前
後

の
写
真
に
、中
央
館
の「
上
映
中
」の
看
板
が
見
え
た
の
が
唯
一
で
し
た
。

文　

前
山
鹿
市
立
博
物
館
館
長　

木
村　

理
郎
さ
ん

　

八
千
代
座
は
開
業
当
初
か
ら
活
動
写
真
（
映
画
）
が
多
く
上
映
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
映
画
全
盛
期
に
は
い
く
つ
の
映
画
館
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
？　
　
　

　

昭
和
35
年
の「
山
鹿
市
内
各
映
画
館
十
一
月
上
映
々
画
ご
案
内
」（『
新

補
山
鹿
市
史
』
掲
載
）
に
は
「
山
鹿
東
映
日
昇
館
」、「
山
鹿
映
劇
」、「
泉

都
映
劇
」、「
八
千
代
座
映
劇
」
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。「
映
劇
」
と閉館前の日昇館

（広報やまが昭和 49 年 2 月６日号から）

　

編
集
後
記

♠
秋
は
各
地
域
で
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
は
物
産
が
つ
き

も
の
で
す
が
、
そ
の
年
に
採
れ
た
食
材
で

作
っ
た
食
べ
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
あ

れ
も
食
べ
、
こ
れ
も
食
べ
と
つ
い
つ
い
食

べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
今
年
も
お
い
し

い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。
私
は

今
年
も「
食
欲
の
秋
」
だ
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
…
毎
年
で
す（
汗
）
♠
広
報
の

仕
事
を
通
し
て
、
県
内
ば
か
り
で
な
く
、

全
国
の
広
報
担
当
者
に
出
会
い
ま
し
た
。

地
域
に
よ
っ
て
掲
載
す
る
内
容
に
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、「
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報

を
作
る
」と
い
う
思
い
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

広
報
づ
く
り
に
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
♠
11
月
か
ら

市
の
女
性
職
員
７
人
に
よ
る
山
鹿
市
公
式

ブ
ロ
グ（
日
記
的
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
が

始
ま
り
ま
し
た
。
山
鹿
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
ブ
ロ
グ
は
携

帯
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
情
報
満
載
の

ブ
ロ
グ
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。　
（
た
）

山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ
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